


　我が国におけるブロードバンドの整備は、民間主導の整備により着実に進展してきており、

平成 18年 12月末現在の状況は、いずれかのブロードバンドを利用可能な世帯が約 95％

（4,859 万世帯／ 5,100 万世帯）、超高速アクセスを利用可能な世帯が約 83％（4,221 万世帯／

5,100 万世帯）となっています。

　このようなブロードバンドの整備の進捗により、ブロードバンドを用いたインターネット接

続で利用可能なサービスとして、電子メール等の従来から利用可能なサービスに加え、イン

ターネット・ショッピング、最近ではブログやＳＮＳといったサービス、さらに、インターネッ

ト接続サービス以外にも、ＩＰ電話等のいわゆるトリプルプレイサービスが利用拡大するなど、

高速・超高速のブロードバンドの利用がますます図られています。

　一方、過疎地域等のいわゆる条件不利地域等においては、採算性等の問題から民間事業者に

よる整備が進まず、総務省試算では未だブロードバンドが全く利用できない世帯が251万世帯、

また区域内でブロードバンドを全く利用できない町村が 30町村存在しています。（平成 18年

12月末現在）

　このようなブロードバンドの整備状況を踏まえ、政府では、我が国の新たなＩＴ戦略である

「ＩＴ新改革戦略」（平成 18年１月 ＩＴ戦略本部決定）において「2010 年度までに光ファイ

バ等の整備を推進し、ブロードバンド・ゼロ地域を解消する」との目標が掲げられました。

　これに加えて、総務省では、平成 18年８月に、「次世代ブロードバンド戦略 2010」を策定・

公表し、2010 年度までに、① ブロードバンド・ゼロ地域を解消する、② 超高速ブロードバン

ドの世帯カバー率を 90％以上とする、ことを整備目標として掲げました。

　ブロードバンドの整備に際しては、地域の実情に応じた方法により、その実現に向けた取組

が行われるべきものです。一方、ブロードバンドの整備が実現したとしても、そのネットワー

クが地域において有効に活用されなければ、整備した意義が低くなるとともに、そのネット

ワークを安定的に維持運営していくこともできなくなる恐れがあります。

　そのような事態を招かないように、ブロードバンドの整備を検討する段階においては、なぜ

そのネットワークが必要なのか、そのネットワークをどのように活用し、地域住民の利便性や

生活水準の向上が図ろうとしているのかを、地域において十分に検討しておくことが重要です。

また、ブロードバンドの整備が実現した後も継続的にそのネットワークの利活用方策を考えて

いく必要があります。

　本冊子は、今後の地域情報化を推進するにあたり、医療・食・生活等様々な社会経済活動分

野における全国のブロードバンドの利活用による先進的事例等を地方公共団体等の職員の方々

に参考として頂くためにご紹介するものです。

　本書が地域情報化及びブロードバンドの利活用に携わる方々のお役に立つことを心から願っ

ております。

　最後になりますが、作成にあたりご協力を賜りました方々に深く感謝を申し上げます。

平成 19 年３月

東北総合通信局
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　 本町は北海道の中央、石狩平野の南東部

に位置し、空知支庁管内南部、南空知圏に属

し、札幌市から 32Ｋｍ、千歳市からは 28Ｋ

ｍと、北海道の主要都市からさほど遠くない

距離にありながら自然にあふれています。

文化、産業の発展にも力を入れ、「緑豊かな

田園文化都市」を目指しています。

・人口　１２，６１１人、世帯数　４，８１４世帯、

　面積　168.36km2

（平成１８年３月３１日現在）

　本町は、「都市部から離れている」「エリア

が広い」等地理的なハンディキャップを有し

ており、また高齢化、少子化等活用能力面で

の格差も現実問題として存在しています。

　国のe-Japan戦略の進展による情報化の推

進が、本町においては、デジタルデバイトを増幅することになります。

　これまでＩＴとは無縁であった住民も含め、だれでも、身近で容易に利用してもらえる情報

システムとして構築することが必要不可欠であると判断し、長沼町高度情報化推進事業を進め

ることにしました。最初に手を挙げたのが平成 12年度、総務省の『地域イントラネット基盤

整備事業』と農水省の『高度情報化拠点施設整備事業』の二つのプロジェクト、さらに平成 14

年度、総務省の『地域情報交流基盤整備モデル事業』にも手を挙げ、一気に町民宅へのラスト

ワンマイルの実現を目指しました。

　長沼町高度情報化推進事業は、長沼町内の各家庭及び事業所に、高速又は超高速インター

ネットが利用できる環境を提供することにより、地域の活性化と事業者の誘致を図ることを目

的として、『まおいネット（The Message Application on the Information Network）』を構

築しました。まおいネットの回線は、町内全域をカバーしており、希望される町内の世帯、事

業所は、所在にかかわりなく、高速インターネットの利用が可能であります。

　本町の基幹産業である農業を中心とした「田園文化都市」にふさわしい機能を充実させて、

町民の誰もが、どこででも触れて体感でき、参加することのできるように光ファイバと無線

ＬＡＮ（２．４ＧＨｚ帯）にて、地域公共ネットワーク「まおいネット」を構築しました。　

北北北北北北北北北北海海海海海海海海海海道道道道道道道道道道長長長長長長長長長長沼沼沼沼沼沼沼沼沼沼町町町町町町町町町町：：：：：：：：：：豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊かかかかかかかかかかなななななななななな田田田田田田田田田田園園園園園園園園園園文文文文文文文文文文化化化化化化化化化化都都都都都都都都都都市市市市市市市市市市をををををををををを築築築築築築築築築築くくくくくくくくくくネネネネネネネネネネッッッッッッッッッットトトトトトトトトトワワワワワワワワワワーーーーーーーーーークククククククククク北海道 長沼町 ：豊かな田園文化都市を築くネットワーク
ながぬまちょう

［［［［［［［［［［ままままままままままおおおおおおおおおおいいいいいいいいいいネネネネネネネネネネッッッッッッッッッットトトトトトトトトト］］］］］］］］］］ ［まおいネット］
 －－－－－－－－－－［［［［［［［［［［－［光光光光光光光光光光フフフフフフフフフファァァァァァァァァァイイイイイイイイイイババババババババババとととととととととと無無無無無無無無無無線線線線線線線線線線ＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮににににににににににてててててててててて地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域公公公公公公公公公公共共共共共共共共共共ネネネネネネネネネネッッッッッッッッッットトトトトトトトトトワワワワワワワワワワーーーーーーーーーーククククククククククをををををををををを構構構構構構構構構構築築築築築築築築築築光ファイバと無線ＬＡＮにて地域公共ネットワークを構築］］］］］］］］］］－－－－－－－－－－］－

地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域のののののののののの概概概概概概概概概概要要要要要要要要要要地域の概要

シシシシシシシシシシスススススススススステテテテテテテテテテムムムムムムムムムムのののののののののの導導導導導導導導導導入入入入入入入入入入背背背背背背背背背背景景景景景景景景景景とととととととととと経経経経経経経経経経緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯システムの導入背景と経緯

シシシシシシシシシシスススススススススステテテテテテテテテテムムムムムムムムムムのののののののののの概概概概概概概概概概要要要要要要要要要要システムの概要
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「まおいネット」は、町役場（情報センター）・

図書館情報センター・42の公共施設（町民会館、

小中学校等）を結ぶ「行政ネットワーク」と、

町役場（情報センター）町民宅間を結ぶ「町民

ネットワーク」の２つのネットワークで構成さ

れています。ネットワークの幹線部分および市

街地区域の支線には、総延長距離 287 Ｋｍ（総

務省プロジェクト該当部分 207 Ｋｍ、農水省プ

ロジェクト該当部分80Ｋｍ）に及ぶギガビット

の光ファイバが敷設され、市街地の施設や住宅、

郊外に設置された無線基地局などを結んでいま

す。

　さらに無線基地局から郊外の施設や住宅との

間は、無線LANで接続しています。そのため、

町内には無線基地局95、無線機総数302台、Ｆ

Ｈアンテナ 302 本が設置されています。

　こうした町内全地域を網羅する光ファイバ網と施設によって、４，800世帯を超える町民宅は、

ＦＴＴＨまたは無線ＬＡＮを利用して、最大

100 Ｍｂｐｓ（ＦＴＴＨ）の伝送速度でイン

ターネットが利用できます。パソコンはもち

ろんのこと、各家庭にＣＰＥとＳＴＢを設置し、

電話やファクシミリ、テレビ、さらには 16の

公共施設のＫｉｏｓｋ端末などから「まおい

ネット」経由で、インターネットや行政情報

サービス、遠隔行政サービス、施設情報サービ

ス、図書館情報サービス、農業情報サービス、

農業経営支援サービス、農業防災情報提供サー

ビスなどを利用できます。また「まおいネッ

ト」上には、掲示板システムによる住民活動交

流サービスも提供しています。

　さらに高速伝送の特性を活かし、ＶｏＩＰに

よって、各家庭からは町内専用の内線電話を利

用できるようにし、コミュニケーションの活性

化を図っています。

　こうした光ファイバと無線LANとが補完し合う高速ネットワーク基盤が「まおいネット」

の特徴です。

（１）行政情報システム

　電子自治体の推進によって、新たな住民サービスの展開を図れるよう、各家庭から掲示

板や電子会議室を利用することにより直接、町と町民間での双方向のコミュニケーション

を促進する。また、各施設に設置する「Ｋｉｏｓｋ（街頭）端末」のカメラ、マイクを使っ

て、町職員と行政相談が行えます。

（２）図書館情報システム

「ブロードバンド利活用」の先進事例 ■【生活分野】
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　直接来館による利用者が多い図書館、自宅からお知らせ情報や新刊情報を見たり、蔵書

検索を行えます。

（３）学校情報システム

　学校では各小中学校から超高速回線でのインターネット接続を行い、授業でインター

ネットが利用できます。

　また、情報共有データベースやグループウェアを活用して、学校間、先生間、生徒間で

の情報共有と情報利用を活性化し、教育現場の高度情報化をより一層促進します。

（４）施設情報システム

　これまで一部の施設で行っていた施設情報発信を拡大し、町内各施設の利用情報や行事

予定を適時提供します。

　インターネットへの情報提供も行うことで施設利用の機会が増え、町の活性化への期待

につながっています。

（５）農業情報システム

　農業者に、土壌分析・改良や病虫害防除、作付け品種ごとの栽培管理など、各種の高度

な対策を講じることができます。また、経営支援情報を提供することで、農業経営をあら

ゆる面からサポートします。

（６）農業防災情報システム

　万が一災害が発生したときには、災害対策本部（役場）でライフライン情報や避難者情

報などを的確に収集し、迅速な対応が行えます。

　排水機場に河川監視カメラを設置し、水位情報を閲覧することで水害・湿害に対する農

業技術対策が速やかに実行できます。このほか災害時に避難場所や避難ルートの案内を行

います。

（１）各家庭はＦＴＴＨまたは無線ＬＡＮを利用して、最大 100 Ｍｂｐｓ（ＦＴＴＨ）の伝送

速度でインターネットが利用できます。

（２）高速伝送の特性を活かし、ＶｏＩＰ技術によって各家庭からは町内専用の内線電話を利

用できるようにし、コミュニケーションの活性化が図られています。

（３）町民会館パソコン教室にＩＴ基礎技能ヘルプディスク機能の「あいてますクラブ」を開

設し、毎回多くの高齢者の方が参加し真剣に取り組んでいます。

（４）住民の方々が情報サービスを容易に入手できるようになったことや、IP 電話で時間を気

にせず、自由に長時間話せることが魅力になっており、行政と住民の情報共有や、住民

間のコミュニケーションの活発化に大いに役立っています。

　平成 18年の平均では、全世帯の約 65％が町内電話を活用し、約 30％がインターネット接

続サービスを利用しています。都市と変わらないブロードバンド環境の下、未来を担う子供た

ちがインターネットを身近なものとして捉え、生活の一部として活用しているほか、定年退職

者を始め中高年層にも最近、ホームページやブログの開設を希望する人が増えるなど、ＩＴへ

の関心が高まっています。

シシシシシシシシシシスススススススススステテテテテテテテテテムムムムムムムムムム構構構構構構構構構構築築築築築築築築築築ににににににににににああああああああああたたたたたたたたたたっっっっっっっっっってててててててててて工工工工工工工工工工夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫ししししししししししたたたたたたたたたた点点点点点点点点点点及及及及及及及及及及びびびびびびびびびび導導導導導導導導導導入入入入入入入入入入効効効効効効効効効効果果果果果果果果果果システム構築にあたって工夫した点及び導入効果

利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用状状状状状状状状状状況況況況況況況況況況、、、、、、、、、、利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用者者者者者者者者者者のののののののののの声声声声声声声声声声利用状況、利用者の声
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　高度情報化推進事業によって、公共施設を結ぶ行政ネットワークと町民がインターネット接

続できる町民ネットワークで構成される、光インターネット通信網「まおいネット」を構築し

た。「まおいネット」は、とくにラストワンマイルといわれる住宅（全町民宅）まで高速でイン

ターネットに接続できる環境を整え、大勢の住民が活用しています。

　今後は、高速回線を活かし、福祉や保健・医療分野での活用に力を注いでおり、動画による

遠隔診断や安否確認などを視野に入れ検討しています。また、非常に水害の多い地域のため、

防災対策や防災情報の提供を強化していくこととしています。

（１）地域イントラネット基盤整備事業

 ○整備年次　　平成 12年度

 ○総事業費　　約６億８千２百万円（総務省補助事業：１／３）

（２）高度情報化拠点施設整備事業

 ○整備年次　　平成 12年度

 ○総事業費　　約８億３百万円（農水省補助事業：１／２）

（３）地域情報交流基盤整備モデル事業（加入者系光ファイバ網設備）

 ○整備年次　　平成 14年度

 ○総事業費　　約 12億５千２百万円（総務省補助事業：１／３）

（４）加入者系高速インターネット整備事業

 ○整備年次　　平成 14年度～平成 15年度

 ○総事業費　　平成 14年度：約１億９百万円（町単独事業）

 　　　　　　　平成 15年度：約７千４百万円（町単独事業）

 ○超高速インターネット（100 Ｍｂｐｓ）　　月額　５，040 円

 ○無線ＬＡＮ（100 Ｍｂｐｓ）　　　　　　　月額　３，780 円

〒 069 － 1392 北海道夕張郡長沼町中央北 1丁目 1番 1号

   長沼町総務政策課政策・情報係

   ＴＥＬ　0123（88）2111

   ＦＡＸ　0123（82）5220

   Ｅ-mail　n-aono@ad.maoi-net.jp

現現現現現現現現現現在在在在在在在在在在のののののののののの課課課課課課課課課課題題題題題題題題題題とととととととととと今今今今今今今今今今後後後後後後後後後後のののののののののの計計計計計計計計計計画画画画画画画画画画現在の課題と今後の計画

活活活活活活活活活活用用用用用用用用用用ししししししししししたたたたたたたたたた支支支支支支支支支支援援援援援援援援援援策策策策策策策策策策及及及及及及及及及及びびびびびびびびびび事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業費費費費費費費費費費活用した支援策及び事業費

照照照照照照照照照照会会会会会会会会会会連連連連連連連連連連絡絡絡絡絡絡絡絡絡絡先先先先先先先先先先照会連絡先

「ブロードバンド利活用」の先進事例 ■【生活分野】
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　西興部村は、北海道の北東部、冬には日

本で唯一海が氷結するオホーツク海の流

氷観測で有名な紋別市から 50kmほど内

陸に入ったところに位置しています。総

面積は、308．１２km2、その内、山林が 89．

１％を占めています。

　大正 14年に興部町から分村し、昭和 30

年代までは４，500 の人口を有していまし

たが、過疎化が進み、人口は平成19年１月

末現在で、１，199 人、世帯数 672 世帯、と道内では２番目に人口の少ない村です。

　産業は酪農が主でありますが、昭和 40年代からの林業の衰退及び酪農への切替などにより

減少し、当時 250 戸あった農家戸数は現在２法人（９戸）、16戸と 20戸を下回っています。

（１）導入背景

　過疎・高齢化に悩む本村には、在宅医療・福祉サービス体制の充実、気象情報や家畜管理、

経営情報の提供による戦略的農業経営の展開、地域に密着した更なる情報サービスの提供が望

まれるところであり、これらの解決策の手段として高度情報化基盤の整備が望まれていました。

また、当村はラジオやテレビの受信が困難な難視聴地域であり、その難視聴を解消するために

平成元年から始まったCATV事業は設備が更新時期を迎えていました。このような背景から、

この施設更改に併せ事業実施となりました。

（２）導入経緯

○ 事業実施にあたりアンケートを実施。（平成９年８月）

「西興部村マルチメディア」に係るアンケート

　主な地域要望は次のとおりです。

　・農業に関する情報　～　精度の高い気象情報、牛の監視システム、経営支援サービス

　　　　　　　　　　　　　個体管理データベース

　・福祉に関する情報　～　高齢化に向けた見守りサービス、在宅健康管理サービス

　・教育に関する情報　～　パソコン導入と教育機会の充実

　・コミュニティー情報～　インターネット接続、ＴＶの多チャンネル化、VODリクエスト

　・体験交流情報　　　～　マルチメディア館でのマルチ体感、パソコン研修

○ 計画策定における体制

　◇西興部村マルチメディア整備事業検討委員会発足

　メンバーは 16名からなり、各所属団体は以下の通り

北北北北北北北北北北海海海海海海海海海海道道道道道道道道道道西西西西西西西西西西興興興興興興興興興興部部部部部部部部部部村村村村村村村村村村：：：：：：：：：：西西西西西西西西西西興興興興興興興興興興部部部部部部部部部部村村村村村村村村村村田田田田田田田田田田園園園園園園園園園園地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域ママママママママママルルルルルルルルルルチチチチチチチチチチメメメメメメメメメメデデデデデデデデデディィィィィィィィィィアアアアアアアアアア北海道 西興部村 ：西興部村田園地域マルチメディア
にしおこっぺむら

モモモモモモモモモモデデデデデデデデデデルルルルルルルルルル整整整整整整整整整整備備備備備備備備備備事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業 モデル整備事業
 －－－－－－－－－－［［［［［［［［［［村村村村村村村村村村内内内内内内内内内内全全全全全全全全全全域域域域域域域域域域にににににににににに光光光光光光光光光光フフフフフフフフフファァァァァァァァァァイイイイイイイイイイババババババババババーーーーーーーーーー網網網網網網網網網網をををををををををを整整整整整整整整整整備備備備備備備備備備］］］］］］］］］］－－－－－－－－－－－［村内全域に光ファイバー網を整備］－

地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域のののののののののの概概概概概概概概概概要要要要要要要要要要地域の概要

シシシシシシシシシシスススススススススステテテテテテテテテテムムムムムムムムムムのののののののののの導導導導導導導導導導入入入入入入入入入入背背背背背背背背背背景景景景景景景景景景とととととととととと経経経経経経経経経経緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯システムの導入背景と経緯
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　村議会、テレビ組合、農協営農指導部、西興部村酪農振興会、乳牛検定組合、

　くるみ酪農青年研究会、西興部村建設業組合、西興部郵便局、商工会指導員、

　網走支庁興部地区農業改良普及センター、オホーツク中央農業共済組合（獣医師）、

　厚生診療所（医師）、老人クラブ連合会、社会福祉協議会事務局、教育用コンピューター導入

　検討委員会（小学校教諭）、社会教育委員会

　◇事業の構想・計画策定及び横断的な連絡会の設置

　・西興部村マルチメディア整備事業検討委員会（16名）

　・役場企画課調査情報係（２名）

　・学識経験者（北見工業大学教授）、NTT、網走支庁農業振興部計画課、道庁農村計画課

○ 運営体制

　 平成元年に開局したCATVはテレビ組合及び西興部村企画課によって運営されています。

　 当事業実施後も西興部村企画課が運営管理及び推進の統括を行いました。

　・西興部村企画課調査情報係（２名）

　・マルチメディア推進協議会　５名（当該情報を活用する課及び関係団体・・・企画課、農

　　協、健康管理、教育、防災関係者）

　・マルチメディア推進委員会　16名（主な農業関係機関の他、関連する機関より組織された

　　マルチメディア整備事業推進検討委員会の再組織化、平成１２年３月発足）

　・情報センター　２名

　・役場全課で構成する連絡会　各課１名（田園地域マルチメディアモデル調査に対応）

○ 推進体制

　 ◇情報の種類毎に当該情報を活用する課及び関係団体による推進部会を組織し、システム稼

　　 働後はこの推進部会が中心となって情報種別毎に研修会や講習会等を開催し、システムの

　　 有効的な普及・活用を推進しました。任期２年間

　・行政・コミュニティー部会　16名（団体職員、農家、自営業、警察、村職員）

　・農業部会　11名（団体職員、道職員、農家、村職員で構成）

　・保健・福祉部会　11名（法人職員、農業、老人クラブ、村職員）

　・教育部会　９名（小中学校教諭、教育委員会）

　◇ 各部会で議論された要望及び問題点等の課題についてマルチメディア推進委員会で統括

　　 審議を行いました。

　・マルチメディア推進委員会　１６名

　（マルチメディア推進委員会は平成１４年度で終了（任期満了のため）。その後、意見聴取等に

　ついては、放送番組審議会に包括。）

　西興部地区田園地域マルチメディアモデル整備事業は、全戸を光ファイバー網で結び、

CATV施設を核とする高速大容量かつ双方向の通信を実現すべく、情報通信基盤のモデル整備

事業をして採択された事業です。

西興部村ではこの高速情報通信基盤を活用して「第３期西興部村総合計画」のテーマである

『心安らぐ美しい夢の ITタウン』の実現を目指し、以下の４つを柱としたサービスの構築を

行いました。

シシシシシシシシシシスススススススススステテテテテテテテテテムムムムムムムムムムのののののののののの概概概概概概概概概概要要要要要要要要要要システムの概要

「ブロードバンド利活用」の先進事例 ■【生活分野】
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○積極的な新しい農業技術の先取り

○効率的な農業経営の支援

○高齢者の健康指導と安否の確認　

○地域情報の発信と地域間の交流

（１）整備期間　平成 11年度～ 14

　　　年度（４カ年計画で実施）

（２）施設の概要・規模

施設者名　　西興部村　北海道紋別

　郡西興部村字西興部 100 番地

開局年月日  平成元年４月

施設区域　　西興部村全域

施設概要　　引込端子数　650 ヶ所

　（公共施設等を含むすべての利用者）

            伝送路　ＦＴＴＨ方式  幹線（70．２km) 引込（21．４km)

                                  計    91．６km

　　　　　　情報センター　鉄筋鉄骨造１階建　延床面積　１，121km2

            センター設備：自主放送設備・パーソナルコンピューター等

テレビ放送　再送信 22ｃｈ　自主放送３ｃｈ　ＶＯＤ７ｃｈ

その他のサービス

            インターネット（平成 14年７月１日）

            農業関係  （気象情報、牛舎遠隔監視、家畜台帳データ、経営支援）

            福祉関係  （高齢者福祉）

　　　　　　音声告知  （グループ毎に告知可能）

            学校間交流
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（３）サービスの概要

○農業振興に係るサービス（サービス提供農家　２法人 16農家、従業員含め 24戸）

　①　農業気象情報サービス　　

　　　気象観測衛星のデータにより、西興部村地域の気象予報によって的確な農業気象情報を

　　　提供する。

　②　牛舎遠隔監視サービス    

　　　遠隔監視カメラにより、自宅から牛舎状況が確認できるほか、獣医へ画像を送信してア

　　　ドバイスを受けることができる。

　③　家畜台帳データサービス　

　　　乳牛個体管理データ、乳検検査データ、乳検データ等各種検査結果を直接サーバに配信

　　　し、病歴などの個体データと合わせた家畜台帳を作成し、適切な乳検個体管理を行う。

　④　農業支援サービス　北農電算データを活用して組勘連動経営簿記（ソリマチ）の作成や

　　　青色申告等を行うことができ、適切な経営管理に資する。

○高齢者福祉サービス（サービス提供世帯　63世帯）

　適切な健康指導と安否の確認

　①　健康サービス

　　　６３世帯（血圧と体温を測定し、保健師に送信するとともに健康相談を受ける。）

　②　テレビ相談システム 

　　　14世帯（ＴＶ電話を利用して、保健師に健康相談を受ける。）

　③　緊急通報装置

　　　38世帯（心臓発作等の際、ターミナルアダプター又は緊急ペンダントを操作することに

　　　より、指定近隣者に援助を求める装置）

　④　高齢者見守りセンター

　　　37世帯（緊急通報装置を設置している高齢者宅に見守りセンサーを設置し、社会福祉協

　　　議会が推進している小地域ネットワーク活動等を補完する。

「ブロードバンド利活用」の先進事例 ■【生活分野】
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○農村生活の改善に係るサービス  （全世帯）

　①　自主放送（定期放送＋議会生中継）サービス

　②　緊急音声告知サービス　

　　　緊急時に、確実に防災情報等を全世帯へ告知することが可能である。 一斉やグループ

　　　毎への放送も可能

　③　ＶＯＤ（ビデオ・オン・デマンド）

　　　村が自主製作した番組を、必要なときに、いつでもリクエストし、画像を得ることがで

　　　きる。平成元年度より　自主番組 1300 本時間　　1000 時間

　④　インターネット接続サービス

　　　村イントラネットを通じて、パソコン端末やテレビによりインターネットに接続し、各

　　　種情報を入手することができる。

　⑤　ＴＶの多チャンネル地上放送及び衛星放送等全部で３２ｃｈの視聴が可能となった。

○学校間交流に係るサービス

　①　学校間交流サービス

　　　西興部小学校と上興部小学校の授業風景等をお互いに視聴することができ、学校間コミ

　　　ュニケーションが図られる。

○その他　回線速度、月額利用料金等について

　回線は村内全戸とマルチメディア館 IT夢（アトム）館で結ばれた光ファイバーケーブル網

　と、村外へのインターネット回線を含めた村全体でイントラネットを構成している。

○高齢者への対応

・高齢者にとって、機械操作は苦手。よって操作が簡単、わかりやすくする事を意識し、高齢

　者福祉システムを構築。

・インターネットサービスをテレビで利用可能とした。

・情報検索・操作をキーボード操作を用いずにリモコンによるテレビ感覚で可能とした。

○パソコン購入者への補助

・マルチメディアを全村で普及させるために、村がパソコン購入者に対して奨励補助制度を実

　施。（平成１３年、１４年度２か年にわたりパソコン購入を行った世帯毎にその購入価格の７割、

　１０万円限度で補助する制度、234 世帯が利用）

○システム普及への指導員配置

・マルチメディア事業の普及と各家庭での操作や技術的なトラブル対応として、国の緊急雇用

　対策事業を活用し臨時職員を採用配置し対応を行った。

シシシシシシシシシシスススススススススステテテテテテテテテテムムムムムムムムムム構構構構構構構構構構築築築築築築築築築築ににににににににににああああああああああたたたたたたたたたたっっっっっっっっっってててててててててて工工工工工工工工工工夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫ししししししししししたたたたたたたたたた点点点点点点点点点点システム構築にあたって工夫した点
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○部会・協議会を設定

・西興部村企画課が運営管理の総括業務を行い、実務担当者による部会や農業機関や社会福祉

　機関などにより構成される推進協議会を発足しシステム構築を図った。

（１）農業気象情報サービス

　　酪農家において牧草の刈り取り時期や乾燥調整を行うためにピンポイントのきめ細やかな

　気象情報の提供は計画的農作業や牧草生産の質の向上に役立った。

（２）牛舎遠隔監視情報サービス

　　カメラ設置により出産や病気、または夜間等または冬場における牛の監視が家から出来る

　ため、酪農家の作業負担の軽減になった。

（３）家畜台帳データ情報サービス

　　各種情報を取り込んだ台帳の作成とデータベース化により、検索・分析・飼料・種付け時

　期等の容易な管理が実現し、個々の乳牛に適した管理ができるようになった

（４）農業経営支援情報サービス

　　白色申告や標準申告が禁止され、青色申告が義務づけされるようになったが、当システム

　の導入により、スムーズな青色申告への移行が図られた。

　　また、納税時期の科目振り分け等手作業が軽減され、申告事務のわずらわしい事務から開

　放されたと高い評価が得られた。

（５）高齢者見守り情報サービス

　　テレビのモニターを見ながら、いつでも保健師と相談ができるこのシステムは、高齢者の

　身近な問題や健康相談など、一人暮らしの不安感を解消し、安否・健康状態の確認に役立っ

　た。また、見守りセンサーの設置では、緊急通報により人命が助かった事例が報告された。

（６）緊急音声告知放送情報サービス

　　台風や大雪時の道路情報、小中学校からの保護者世帯への緊急連絡など、様々な情報をリ

　アルタイムで住民に周知。外出して戻らない高齢者の足取りの情報収集にも活用された。

　　各戸・各施設に確実な周知を図り、地域一体となった安全なむらづくりに役立った。

◇アンケート結果から

　全村対象のアンケートについて、平成15年９月に村とNHK及び中央大学でNCNケーブル

　テレビアンケートを行った。

　（553 サンプルに対し、有効回収数 336 サンプル（回収率 60．８％））

（１）NCN自主放送および西興部インフォメーション（村内インフォメーション）

　・マスメディアと呼ばれる放送、新聞、雑誌に加え、新しいメディアとしてのインターネッ

　　ト、西興部村自主放送コミュニティーチャンネル「ＮＣＮチャンネル」、VOD、西興部イ

　　ントラネットが新たに加わった結果として、既存マスメディアへの接触はかなり高い物で

　　あったが、村民の７割がNCNチャンネルに接触している。

　・NCN以外の媒体については、週１回以上接する人の多い順に、西興部イントラ 23％、　

　　VOD８％という結果でVODが日常的に定着していない状況である。

「ブロードバンド利活用」の先進事例 ■【生活分野】

シシシシシシシシシシスススススススススステテテテテテテテテテムムムムムムムムムムのののののののののの効効効効効効効効効効果果果果果果果果果果システムの効果

シシシシシシシシシシスススススススススステテテテテテテテテテムムムムムムムムムムのののののののののの利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用状状状状状状状状状状況況況況況況況況況況、、、、、、、、、、利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用者者者者者者者者者者のののののののののの声声声声声声声声声声システムの利用状況、利用者の声
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　・年代別にみたVODや西興部イントラネットへの接触については、週１回以上見る人が、　

　　40代 27％、70代は 1/4 となっている。

（２）農業振興に関わるサービス

　・農業気象サービス・・・利用されているものの、予報などの精度に不満が多かった。

　・牛舎遠隔監視サービス・・・先進的農家・法人農家では利用されていなかった。

　　理由は広い牛舎に１台しかなく、それを効率的に動かすシステム構築がなされていなかっ

　　たこと。パソコンでは牛の様子がわからない。牛舎へ行ってみたほうが早いなど。

　・農業支援サービス・・・利用している法人農家からはその利便性について高い評価を得て

　　いる。利用法について農家間で教え合う動きも出てきており、今後利用が拡大する可能性

　　がある。

（３）高齢者福祉サービス

　・テレビ相談サービス・・・使用法の難しさの声が多い、また、監視されているという心理

　　面での抵抗感もみられた。

　・健康サービス・・・血圧状態の判断に利用されている。高めが続くようだと受診に行った

　　り、症状があるときだけ計る人もいる。

　・緊急通報システム・・・想定外の行動に機械が誤動作してしまう例が。

　・高齢者見守りセンサー・・・指示が機械式の声のため聞きとりづらい。

（４）農村生活の改善に係わるサービス

　・緊急音声告知サービス・・・もともとあったサービスで村内の行事やおくやみなど多様な

　　情報告知に使用されており、このサービス効用を強調する声が多かった。

　・VOD・・・他人の訪問時や子どもの帰郷時に見る程度。昔の学校行事を妻や子どもが見て

　　いる。

　・インターネット接続サービス・・・村が行ったパソコン購入者への補助制度もあって、パ

　　ソコンがおそよ４割近い世帯に導入されている。農家・農業法人ではインターネットを良

　　く活用しているが、商業関係者にはその利用は十分とは言えない認識である。インターネ

　　ットが常時接続状態であり、だれでも利用者なことから、回線速度（１Mbps）への不満

　　が多くなってきている。（現在希望者に有料で５Mbps、２，000 円 / 月のサービスを行っ

　　ているが動画等のサービス利用には回線容量不足となっている）。

　・TVの多チャンネル・・・NHKや民放の他にCS（ショッピング系）とデジタルＢＳをア

　　ナログ変換した番組を流しているが、多市町村ではパラボラアンテナを設置しないと見ら

　　れないこのような番組が見られることについて概ね高評価となっている。特にショッピン

　　グチャンネルを利用した村からの購入者が多いことがわかった。また、議会生中継（年４

　　回の定例議会のみ）を行ったことで、議員への意識変化が見られたり、より開かれた議会

　　となったと感じる人も多かった。

（４）学校間交流に係わるサービス

　・学校間交流サービス・・・村内２つの小学校が光ファイバーケーブルで結ばれ、交流が行

　　われる環境が整ってはいるが、あまり盛んとなっていない。理由は学校の教諭を含めた実

　　行スタッフが人事異動等で体制維持が難しい。教諭の「覚えるだけの余裕がない、技術的

　　なノウハウがない。」、「実施までの準備・設置等に手間がかかる」などの意見があった。
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　田園地域マルチメディアモデル整備事業の本格運用が始まって５年が経過しようとしていま

す。とかく IT産業は技術進歩が急速で、導入した機器及びシステムについて陳腐化が目立ち

始めてきています。システムにはこの陳腐化がつき物であるが、これほどの規模の事業を更新

するためには費用がかかりすぎて、地方自治体が抱える財政状況からは決して容易なことでは

ない。また、システム全般について検証が必要で、特に農業振興に関わるサービスでは、利用

があまり高いものではなかった。つまり、個別性の強いシステムについては、融通性や機器の

カスタマイズを考慮しておかないと結果的には利用されない可能性が高い、農家の個別ニーズ

に合わなかった事が考えられます。また、高齢者福祉システムの利用の低さについても、検証

が必要で、二つの問題が示唆されると思われます。１つは機器への抵抗、もう一つは心理的抵

抗（監視されたくない、老人扱いされたくないなど）。村内は現在２名の保健師が逐次高齢者宅

を訪問し、高齢者とある程度コミュニケーションを計っている現実があり、これら状況を踏ま

え、システムを導入しさえすれば、その利用が活発に行われるという理想は慎まなければなら

ず、システムの利活用に対してどのような要因が機能的・逆機能的に働くのかを十分に考慮す

る必要性があります。この事業の基盤であるCATVは村の難視聴という事情から今後も無く

てはならないもので、すでに構築を行ったブロードバンド・インフラをいかし、外へ発信して

いくコンテンツの充実・交流人口の増加に繋がるものとは何かなど、検討課題は多いです。ま

た、2011 年に全国で実施される「地上波デジタル放送」は、村CATV設備の更改が必然とな

るもので、動向を逐次みながら検討していかなければならない項目のひとつであります。

◇費用の総額・その内訳

「ブロードバンド利活用」の先進事例 ■【生活分野】

現現現現現現現現現現在在在在在在在在在在のののののののののの課課課課課課課課課課題題題題題題題題題題とととととととととと当当当当当当当当当当面面面面面面面面面面のののののののののの計計計計計計計計計計画画画画画画画画画画現在の課題と当面の計画

シシシシシシシシシシスススススススススステテテテテテテテテテムムムムムムムムムムのののののののののの構構構構構構構構構構築築築築築築築築築築費費費費費費費費費費及及及及及及及及及及びびびびびびびびびびシシシシシシシシシシスススススススススステテテテテテテテテテムムムムムムムムムム運運運運運運運運運運営営営営営営営営営営費費費費費費費費費費システムの構築費及びシステム運営費



※測量試験費。工事管理費・工事雑費含む

◇システム運営費

　運営費：年間約６，000 万

農林水産省「田園地域マルチメディアモデル整備事業」平成 11年度採択

〒 098 － 1501 北海道紋別郡西興部村字西興部 276 番地

  西興部村企画総務課　調査情報係　　薄井　直人

  マルチメディア館 IT夢

  ＴＥＬ：0158（87）2900

  ＦＡＸ：0158（88）5134

  E-mail：  ni.chyousajyouhou@vill.nishiokoppe.hokkaido.jp（係あて）

   ni.usui.naoto@vill.nishiokoppe.hokkaido.jp（担当者あて）

  ＵＲＬ：http://www.vill.nishiokoppe.hokkaido.jp

活活活活活活活活活活用用用用用用用用用用ししししししししししたたたたたたたたたた支支支支支支支支支支援援援援援援援援援援策策策策策策策策策策活用した支援策

照照照照照照照照照照会会会会会会会会会会連連連連連連連連連連絡絡絡絡絡絡絡絡絡絡先先先先先先先先先先照会連絡先

14



15

　紫波町は、岩手県のほぼ中央に位置し、東に北上高地、西に奥羽山脈が縦走し、中央を北上

川が南北に流れる人口約 35,000 人、面積 239.03km2のまちです。

　もち米の生産量においては国内屈指の産地として知られており、また、りんご、ぶどう、洋

なしなどの果樹栽培も盛んで、県内でも有数の生産量・品質を誇ります。

　こうした豊かな恵みを享受できる自然、環境を保全し未来へ残すため「循環型まちづくり」

を標榜し有機資源の循環、地域産材の活用による森林資源循環などを積極的に推進しています。

　紫波町においては、2001年から 2010年までの 21世紀初頭におけるグランドデザインとも

いうべき「紫波町総合計画基本構想・基本計画」を策定しており、この中で設定された重点項

目のひとつに「高度情報化技術を活用したまちづくりプロジェクト」があります。このプロジェ

クトを総合的・効率的に具現化するために平成13年度に紫波町地域情報化基本計画を策定し地

域情報化を推進しております。

　当町の情報通信環境の一つに、昭和 30年代から旧町村単位で導入が始まり現在は地元ＪＡ

が運営する農事有線放送があります。音声通話機能と併せて一斉同報機能があり、今でも地域

情報や災害情報など有益な情報提供装置として機能していますが、一時は８割近かった加入率

岩岩岩岩岩岩岩岩岩岩手手手手手手手手手手県県県県県県県県県県紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫波波波波波波波波波波町町町町町町町町町町：：：：：：：：：：岩手県 紫波町 ：「「「「「「「「「「地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域密密密密密密密密密密着着着着着着着着着着型型型型型型型型型型ププププププププププロロロロロロロロロロババババババババババイイイイイイイイイイダダダダダダダダダダーーーーーーーーーー事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業」」」」」」」」」」のののののののののの展展展展展展展展展展開開開開開開開開開開「地域密着型プロバイダー事業」の展開
しわちょう

 －－－－－－－－－－［［［［［［［［［［ＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡのののののののののの有有有有有有有有有有線線線線線線線線線線放放放放放放放放放放送送送送送送送送送送通通通通通通通通通通信信信信信信信信信信網網網網網網網網網網をををををををををを利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用］］］］］］］］］］－－－－－－－－－－－［ＪＡの有線放送通信網を利用］－

地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域のののののののののの概概概概概概概概概概要要要要要要要要要要地域の概要

【紫波町全景】

【転作田を利用したコスモス畑】

事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業のののののののののの導導導導導導導導導導入入入入入入入入入入背背背背背背背背背背景景景景景景景景景景とととととととととと経経経経経経経経経経緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯事業の導入背景と経緯
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も転入者・世帯数の増加とともに相対的に低下し現在では４割強（約 4,200 世帯）となってい

ます。

　また、ブロードバンド環境は平成 13年 9月にNTTのADSLサービスが、平成 15年 10月

には光サービスが開始されました。しかし、どちらも町の中央部をサービスエリアとしたもの

で周辺部との情報通信較差は益々拡大する傾向にありました。

　そうした中、平成 15年の夏に、東西 28km、南北 13kmの全町域をカバーする手段として、

地域情報化基本計画に構想されていた有線放送網の利用によるADSLサービスの提供が具体

的に動きだしました。

　同年 11月には、地元の有志企業などによる地域型インターネットサービスプロバイダとし

て株式会社フルーツネットが設立され、翌年度には町も出資する形で支援を行っています。

　（株）フルーツネットのＡＤＳＬサービスの開始により、有線放送加入者であれば高速イン

ターネットサービスを享受できる環境が町内ほぼ全域において実現することになります。

さらに、平成 17年には地域イントラネット基盤施設整備事業（H15実施）により構築した各

有線放送中継局間を結ぶ光ファイバの余剰芯線を貸与し、基幹回線の増強を実現しました。

　（株）フルーツネットの行うプロバイダー事業は、ＪＡいわて中央の行う有線放送通信網を利

用し、加入者宅内の有線電話回線を分岐しモデムを取り付けＡＤＳＬを提供します。

　加入者宅の回線は最寄りの中継局までＡＤＳＬ回線で接続され、中継局とセンター局の間を

地域イントラネット基盤施設整備事業により整備された光ファイバの余剰心線を町から貸与を

うけ接続されています。

【（株）フルーツネットの行うサービス概要】

・利用料金（税込）

　月額利用料金（プロバイダ料込み）

　　１２M　４，480 円

　　６M　４，180 円

　　３M　３，880 円

　　１M　３，580 円

　　メールアドレス　１ヶ　20MB   ホームページ容量　10MB　

　ADSLモデム（レンタル）

　　　945 円／月

　加入料（標準工事費）

　　　７，350 円

　オプション

　　メールアドレス追加 (20MB)　　　初期費用 1,050 円　月額 315 円

　　ホームページエリア追加 (10MB)　初期費用 1,050 円　月額 210 円　　

　　メールボックス容量追加 (10MB)　初期費用 1,050 円　月額 315 円

　　IP 電話　　　　　　　　　  　　　初期費用   525 円　月額 294 円

事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業のののののののののの概概概概概概概概概概要要要要要要要要要要事業の概要
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　有線放送伝送路に使用する銅線は直径 0.6 ～ 0.9mmと通常の電話線などに使われる物より

も２倍近く太いことと、中継拠点数が７個所あるため加入者宅までの平均距離が短くてすむこ

とから高品質なサービスが期待されました。

　とはいえ、中継拠点から 10km以上ある加入者宅もあることから当初は近距離用と中・遠距

離用の２種類のモデムを用意して対応しましたが、現在では、帯域に応じて４種類の料金区分

となっています。

　利用者への対応では、パソコンの機種選定や端末設置場所の環境構築から通信環境の設定、

【フルーツネット接続図】

【ＪＡいわて有線放送サービス提供エリアのイメージ】

事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業ににににににににににああああああああああたたたたたたたたたたっっっっっっっっっってててててててててて工工工工工工工工工工夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫ししししししししししたたたたたたたたたた点点点点点点点点点点事業にあたって工夫した点

「ブロードバンド利活用」の先進事例 ■【生活分野】



セキュリティ対策まで幅広い相談に積極的に応じるなどきめの細かい対応を心がけて地域密着

型の利点を最大限に活かしています。

　ブロードバンドを利用したいが他に選択肢のないエリアの方には大変好評をいただいていま

す。

　また、他社のサービスとの選択が可能なエリアにおいても距離的に優位な場合が多く、設立

から３年が経過し、加入者数 200 世帯を越え、たくさんの方に支持をいただいています。

　インターネットＴＶの開局等、町内に密着したプロバイダー事業を展開するべくコンテンツ

に独自性・地域性を持たせ町民による町民のためのプロバイダー事業について模索しています。

　例えば、音声による地域コンテンツを発信している有線放送との連携や地域公共ネットワー

ク上で配信している議会中継やイベントなどの映像コンテンツをフルーツネット加入者に配信

することなどが考えられます。

○（株）フルーツネット構築費、運営費

　設立時　リース契約（サーバー機器、設置準備金）40，000 千円

　平成 18年度　バックボーン利用料　　　 　550 千円／月

　　　　　　　　その他経費　　　　　　　 　300 千円／月

　　　　　　　　（紫波町光ファイバ賃貸借料　105 千円／年）

※基幹回線部分

平成 15年度（平成 14年度繰越）　地域イントラネット基盤施設整備事業　336,000 千円

〒 028 － 3390 岩手県紫波郡紫波町日詰字西裏 23－１

 紫波町役場　経営支援部企画課情報政策室

 ＴＥＬ：019（672）2111

 ＦＡＸ：019（672）2311

 Ｅ-mail：kikaku@town.shiwa.iwate.jp

 ＵＲＬ：http://www.town.shiwa.iwate.jp

事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業のののののののののの利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用状状状状状状状状状状況況況況況況況況況況、、、、、、、、、、利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用者者者者者者者者者者のののののののののの声声声声声声声声声声事業の利用状況、利用者の声

現現現現現現現現現現在在在在在在在在在在のののののののののの課課課課課課課課課課題題題題題題題題題題とととととととととと当当当当当当当当当当面面面面面面面面面面のののののののののの計計計計計計計計計計画画画画画画画画画画現在の課題と当面の計画

活活活活活活活活活活用用用用用用用用用用ししししししししししたたたたたたたたたた支支支支支支支支支支援援援援援援援援援援策策策策策策策策策策活用した支援策

照照照照照照照照照照会会会会会会会会会会連連連連連連連連連連絡絡絡絡絡絡絡絡絡絡先先先先先先先先先先照会連絡先
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　酒田市は、山形県の北西部に位

置し、最上川が日本海と出会う古

くから開けた港町です。

　背後には広大な庄内平野が広が

り、冬の季節風は強いものの、対

馬暖流の影響を受けた温暖湿潤な

気候が、わが国有数の穀倉地帯を

形成しています。

　北西約 39キロメートルの日本

海上には、山形県唯一の離島であ

る飛島があり、秋田との県境にそ

びえる鳥海山とともに、鳥海国定

公園に指定されています。

　平成 17年 11月１日、酒田市、

八幡町、松山町、平田町が合併し、

新「酒田市」が誕生しました。面

積は 602 平方キロメートル、人口

約 11万７千５百人の県内第３の

都市となり、豊かな自然と長い歴

史に刻まれた文化を大切にしつつ、

重要港湾酒田港を中心とした交流

都市として、発展を続けています。

　このなかで、平成 16年度に加入者系光ファイバ網整備事業を実施した 八幡地域（旧八幡町）

は人口約７千１百人、世帯数約２千世帯、庄内平野の北東で鳥海山の麓に位置しています。総

面積の約 85パーセントは林野を占めており、大別して平野部・山麓部、山間部に分かれ、緑

につつまれる美しい環境の中に各集落が点在しています。

　平成１４年、情報化社会から取り残されてしまうという危機感を抱いた地域の若者たちが、Ｎ

ＴＴ東日本に要望書を提出し、同年 12月にフレッツＡＤＳＬ８Ｍ bps サービス提供されまし

た。このことは、サービス提供地域に住む若者たちにとっては画期的な出来事となり、地域で

大反響となりましたが、その反面、ＮＴＴ交換局に近い町の中心部と山間部との間に、これま

で以上に大きな格差を生じさせました。そのうえ山間部では将来的にもサービスが提供される

見込みは全くありませんでした。

　そこで、全世帯を対象に旧八幡町は「情報化に関するアンケート調査」を実施。全町的なブ

山山山山山山山山山山形形形形形形形形形形県県県県県県県県県県酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒田田田田田田田田田田市市市市市市市市市市：：：：：：：：：：「「「「「「「「「「情情情情情情情情情情報報報報報報報報報報過過過過過過過過過過疎疎疎疎疎疎疎疎疎疎地地地地地地地地地地かかかかかかかかかからららららららららら先先先先先先先先先先進進進進進進進進進進地地地地地地地地地地へへへへへへへへへへ大大大大大大大大大大変変変変変変変変変変身身身身身身身身身身」」」」」」」」」」山形県 酒田市 ：「情報過疎地から先進地へ大変身」
さかたし

             （（（（（（（（（（旧旧旧旧旧旧旧旧旧旧八八八八八八八八八八幡幡幡幡幡幡幡幡幡幡町町町町町町町町町町））））））））））（旧 八幡町 ） －－－－－－－－－－［［［［［［［［［［加加加加加加加加加加入入入入入入入入入入者者者者者者者者者者系系系系系系系系系系光光光光光光光光光光フフフフフフフフフファァァァァァァァァァイイイイイイイイイイババババババババババ網網網網網網網網網網設設設設設設設設設設備備備備備備備備備備整整整整整整整整整整備備備備備備備備備備にににににににににによよよよよよよよよよるるるるるるるるるるブブブブブブブブブブロロロロロロロロロローーーーーーーーーードドドドドドドドドドババババババババババンンンンンンンンンンドドドドドドドドドド－［加入者系光ファイバ網設備整備によるブロードバンド
やわたまち

ササササササササササーーーーーーーーーービビビビビビビビビビスススススススススス「「「「「「「「「「ｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅ－－－－－－－－－－ななななななななななかかかかかかかかかかネネネネネネネネネネッッッッッッッッッットトトトトトトトトト」」」」」」」」」」］］］］］］］］］］－－－－－－－－－－ 　　　　　 サービス「ｅ－なかネット」］－

地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域のののののののののの概概概概概概概概概概要要要要要要要要要要地域の概要
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ロードバンド環境の提供を望む声が多くあり、町はこの課題を解決するための方策を検討した

ところ、総務省の補助事業「加入者系光ファイバ網設備整備事業」（以下「事業」という）を活

用することとし、東北では３番目、県内では初めての事業として平成 16年度採択されました。

　平成17年４月１日、加入契約者数約600、約３割以上の世帯にブロードバンドサービスの提

供を開始することができ、八幡地域の全ての世帯において都市部と同じような情報インフラ環

境を享受できるようになりました。このサービスの愛称は「ｅ－なかネット」と定めました。旧

八幡町のホームページ上での公募・投票により決定したもので、田舎から全国へ情報を発信す

る、ネットワークを利用して町民みんなが良い仲（いい仲）になるように、と期待してのネー

ミングです。

　この事業は、民間事業者が採算性等の問題により高速インターネットサービスを提供しない

過疎地域等において、モデル事業として、地方公共団体等の公共ネットワークを活用しつつ加

入者系光ファイバ網設備を整備し、加入者にブロードバンドサービスを提供するものです。

　酒田市が非営利の電気通信事業者となり、民間の電気通信事業者（ＮＴＴ東日本）に光ファ

イバ波長単位での電気通信役務の貸し出し、またＮＴＴ東日本より特定地域ＩＰデータ通信網

サービスの提供を受けることにより、加入者にブロードバンドサービスを提供しています。

　市では光ファイバ網の幹線部分の伝送路と通信・伝送機器を整備し、電柱から分岐して加入

者宅に引き込まれます。引込ドロップ線工事については、加入者の負担となり、ＯＮＵ（光終

端装置）が加入者宅に設置され、ＬＡＮケーブルでＰＣに接続されます。

事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業のののののののののの概概概概概概概概概概要要要要要要要要要要事業の概要
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　加入者系光ファイバ網の総延長は約 77km。なおこれと合わせて、総延長 30kmの公共施設

間を光ファイバで接続する「地域イントラネット」整備を実施しました。公共施設は八幡総合

支所、管内小中学校、地区公民館など 13箇所を接続しています。なお、平成１７年９月には、

新市のネットワーク整備を図るため、市町の互いの地域イントラ網をループ型でつなぐ広域

ネットワークを構築しています。

　今回の事業を展開する上で、特に重要としたことは、住民の方からこの事業の中身を知って

もらうこと。そのため広報での紹介や各地域での説明会、イベント時のプロモーションなどを

展開してきましたが、住民の関心は今ひとつで、来てくれた方からは「ｅ－なかネットについ

て、興味があるけどよくわからない」「奥に住んでいるがうちでもｅ－なかネットができるの

か」などの声がありました。

　そこで、興味はあるが、今ひとつ積極的説明が必要と判断し、役場職員が「ｅ－なかネット」

周知のため全世帯訪問を行い、加入促進に励みました。その結果として、多くの方からｅ－な

かネットサービスを理解してもらうことができ、目標500世帯加入を100も上回る加入申込と

なりました。

　このｅ－なかネットサービス提供は、国で掲げる「次世代ブロードバンド構想 2010」にお

いて「30Mbps 以上の超高速インターネット通信を誰でも利用できる」という目標において、

いち早く達成したものです。

　現在の加入状況は、八幡地域の世帯数 1936 世帯（H19.1.1 時点）とした場合の世帯割の加

入率は 27.3 パーセント（法人 56件分を除いたもの、合算した場合は 30.2 パーセント）にな

ります。これは山形県で6.7パーセント、全国で12.3パーセントというＦＴＴＨサービス世帯

普及率（H18.6.1 現在・総務省東北総合通信局発表資料より）に比べ、かなり高い数値となり

ます。

　加入世帯の傾向を調べてみると、小・中・高校生を持つ家庭や若い世代のいる家庭ではかな

りの高率で加入しています。逆に、65歳以上のみ世帯では加入率４パーセント弱と落ち込み

が目立ちます。

○利用者の声

事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業構構構構構構構構構構築築築築築築築築築築ににににににににににああああああああああたたたたたたたたたたっっっっっっっっっってててててててててて工工工工工工工工工工夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫事業構築にあたって工夫（（（（（（（（（（（苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦労労労労労労労労労労苦労）））））））））））ししししししししししたたたたたたたたたた点点点点点点点点点点した点

事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業のののののののののの利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用状状状状状状状状状状況況況況況況況況況況、、、、、、、、、、利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用者者者者者者者者者者のののののののののの声声声声声声声声声声事業の利用状況、利用者の声

　テレビのＣＭでは盛んに「ブロードバンド」と盛

んに言われていますが、我が家では遠い未来の話だ

と思っていました。

　ところが、「ｅ－なかネット」により光ファイバの

高速なインターネットサービスを楽しむことができ

るようになって、仙台に住む娘との写真のやり取り

など、家族揃ってパソコンを存分に活用しています。

（中山間地にお住まいの家族）

「ブロードバンド利活用」の先進事例 ■【生活分野】
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　また、地域イントラネット整備に合わせて学習支援シ

ステムを導入しました。

このシステムは教科書の指導要領に沿ったもので、先生

方は教材や問題集を授業で活用し、生徒たちはパソコン

を使った調べ学習やまとめ学習をする際に利用していま

す。

　なお、このシステムを利

用するにあたり、イントラ

ネット接続施設である学

校内だけにとどめず、ｅ－

なかネット利用者におい

ては自宅からでもサー

バーにアクセスし利用で

きるようにしています。

　このサービスがｅ－な

かネット加入のキラーコ

ンテンツとなりました。

　ｅ－なかネット開設により、これまでパソ

コンに触れる機会の少なかった若年高齢者

のパソコン教室参加が目立つようになりま

した。また、中山間地世帯の加入率も高率と

はいえません。そこで、さらなるｅ－なか

ネットの周知及び加入促進を進めていくと

ともに、住民向けのパソコン教室などを引き

続き開催し、ｅ- なかネットの幅広い活用を

【学校教育支援システム利用の様子】

　当農園で生産するバラの品種は数多くあり、お客

様からの注文を的確にこたえるため、バラの花を撮

影して e-mail で送り確認してもらっています。し

かし、以前のＩＳＤＮの環境ではあまりにも時間が

かかり過ぎましたが、ｅ－なかネット導入により仕

事もはかどります。また自宅用にもう１回線利用し、

きれいなバラを紹介した当園のホームページを開設

しました。（バラ生産花き農園代表）

現現現現現現現現現現在在在在在在在在在在のののののののののの課課課課課課課課課課題題題題題題題題題題とととととととととと当当当当当当当当当当面面面面面面面面面面のののののののののの計計計計計計計計計計画画画画画画画画画画現在の課題と当面の計画
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狙った住民向け情報リテラシーの向上を図っていきます。

　総事業費　312，554 千円

　運営費　　  33，377 千円

　平成 16年度地域情報通信ネットワーク基盤整備事業（加入者系光ファイバ網整備事業）

〒 998 － 0044 酒田市中町一丁目４番１０号 庄内情報プラザ５階

 山形県酒田市　企画調整部情報企画課

 ＴＥＬ：0234（26）5725

 ＦＡＸ：0234（26）3688

 E-mail：joho@city.sakata.lg.jp

〒 999 － 8292 山形県酒田市観音寺字寺ノ下 41

 山形県酒田市　八幡総合支所地域振興課

 ＴＥＬ：0234（64）3111

 ＦＡＸ：0234（64）3110

 E-mail：shinko-yawata@city.sakata.lg.jp

シシシシシシシシシシスススススススススステテテテテテテテテテムムムムムムムムムム構構構構構構構構構構築築築築築築築築築築費費費費費費費費費費及及及及及及及及及及びびびびびびびびびびシシシシシシシシシシスススススススススステテテテテテテテテテムムムムムムムムムム運運運運運運運運運運営営営営営営営営営営費費費費費費費費費費（（（（（（（（（（事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業費費費費費費費費費費））））））））））システム構築費及びシステム運営費（事業費）

活活活活活活活活活活用用用用用用用用用用ししししししししししたたたたたたたたたた支支支支支支支支支支援援援援援援援援援援策策策策策策策策策策活用した支援策

照照照照照照照照照照会会会会会会会会会会連連連連連連連連連連絡絡絡絡絡絡絡絡絡絡先先先先先先先先先先照会連絡先

「ブロードバンド利活用」の先進事例 ■【生活分野】
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　南相馬市は、福島県浜通りの北部太平洋

に面した阿武隈高地の裾野に広がる海洋

性の穏やかな気候に恵まれた人口約 73，

000 人、面積 398.5 平方 kmのまちで、平

成 18年１月 1日、旧小高町、旧鹿島町、

旧原町市の１市２町が合併して誕生しま

した。

　市の将来像を「山・川・海　豊かな自然

が心をひとつにつなぐまち」として、「みど

り」豊かな自然を誇りに思い大切に思う心

をひとつにして、「ひと」が集い、人と人とが連帯し、協働して「みんな」で新しいふるさと創

りを進めるまちとしてスタートしています。

　南相馬市原町区の情報通信環境は、平成 15年４月にはＮＴＴ東日本によって市街地中心部

の限られた範囲にのみにＡＤＳＬサービスが提供されていただけであり、市域の周辺にも電話

局舎から離れた集落が多い中で、人口の４割を占める周辺地域ではＡＤＳＬすら利用できない

という地域内の情報デバイスが大きな課題となっている状況でした。

　こうした中で平成１３年10月に整備した情報通信インフラである地域イントラネットには余

剰回線部分が生じていたため、これを活用することで基盤整備を実現し、新しい公共事業とし

ての「市民向けの市民に十分使用してもらう情報インフラ整備」を検討し、具体的な整備事業

へ結びつけることとしました。

　本事業は、市有の光ファイバー網を幹線に使用し、利用者までのラストワンマイルを26ＧＨ

ｚ帯の固定無線方式（ＦＷＡ：実効スループット 23Ｍｂｐｓまたは 46Ｍｂｐｓ）により整備

することで、市内の広範なエリアにおけるブロードバンド環境のインフラ整備を行ったもので

す。

　本事業の実施により、低いコストで、広い範囲での超高速インターネット接続環境が構築可

能であり、安価で高速な通信環境を活用した地域独自活性の発生やＩＴ利活用サービスの利用

基盤整備による市民利便性の向上も見込めます。

福福福福福福福福福福島島島島島島島島島島県県県県県県県県県県南南南南南南南南南南相相相相相相相相相相馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬市市市市市市市市市市：：：：：：：：：：福島県 南相馬市 ：光光光光光光光光光光フフフフフフフフフファァァァァァァァァァイイイイイイイイイイババババババババババーーーーーーーーーー網網網網網網網網網網をををををををををを活活活活活活活活活活用用用用用用用用用用ししししししししししたたたたたたたたたた光ファイバー網を活用した市市市市市市市市市市民民民民民民民民民民アアアアアアアアアアククククククククククセセセセセセセセセセスススススススススス市民アクセス
みなみそうまし

網網網網網網網網網網のののののののののの構構構構構構構構構構築築築築築築築築築築 網の構築
 －－－－－－－－－－［［［［［［［［［［－［地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域産産産産産産産産産産業業業業業業業業業業活活活活活活活活活活性性性性性性性性性性化化化化化化化化化化のののののののののの基基基基基基基基基基盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤ととととととととととななななななななななるるるるるるるるるる独独独独独独独独独独自自自自自自自自自自ののののののののののブブブブブブブブブブロロロロロロロロロローーーーーーーーーードドドドドドドドドドババババババババババンンンンンンンンンンドドドドドドドドドド環環環環環環環環環環境境境境境境境境境境地域産業活性化の基盤となる独自のブロードバンド環境］］］］］］］］］］－－－－－－－－－－］－

地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域のののののののののの概概概概概概概概概概要要要要要要要要要要地域の概要

事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業のののののののののの導導導導導導導導導導入入入入入入入入入入背背背背背背背背背背景景景景景景景景景景とととととととととと経経経経経経経経経経緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯事業の導入背景と経緯

事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業のののののののののの概概概概概概概概概概要要要要要要要要要要事業の概要
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●ビジネスモデルの概要

　・　市が無線システム（親局・子局の設備）を整備し、市有の光ファイバー網とセットで電

　　　気通信事業者に有料で貸与します。

　・　電気通信事業者はこれを自社システムと連結させて超高速通信サービスを市に提供しま

　　　す。

　・　市は得られた通信役務サービスを利用者に利用料を徴しながら提供します。

　・　利用者は、子局工事費と定額利用料（5,250 円／月、入会金ゼロ。プロバイダ利用料込

　　　み）の負担で快適なブロードバンドアクセス環境が得られます。

　以上のビジネスモデルについては、加入者が１，500 加入に達した段階で、設備投資部分を

考慮した収支バランスが成立するように設計しています。

【無線アクセスシステムの概要】

「ブロードバンド利活用」の先進事例 ■【生活分野】
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　事業構想検討時においては、光ファイバーを単純に開放し、これを活用したサービスが提供

可能と思われる第一種電気通信事業者に打診したところ、全く応募がなかったため、自治体が

リスクを負ってもできるような事業アイディアを提出してもらい、事業構想を固めました。

　事業スキームを検討する上では、通信コストの変動が大きいことから、事業の運用形式とし

ては自動的に市場価格が加入者利用料に反映され、将来的に自立できる方式としました。

　市内の地域活動グループや企業組合等では、周辺域にまで拡大したブロードバンドエリアの

特性を活かした独自サービスを生み出そうとする取り組みが行われるなど、あらたなＩＴ分野

の活動が喚起されています。また行政サイドにおいても市ホームページで地域文化活動等を動

画で公開するなど充実を図っています。

　特に市街地の周辺部など、これまでＡＤＳＬ通信では充分な通信速度を確保できなかったエ

リアにおいては、市民アクセス網事業の超高速通信を活用することにより、首都圏の大手企業

との業務ネットワークを確保できる環境となったことで県内の重要な生産拠点になることがで

きた事業所や、インターネット活用の商品販売で大きな成果を挙げている事業所が現れている

などの事例があることから、地域の産業活性を高めるうえにおいても効果が現れてきています。

　平成 14年 1月に高度情報化推進基本計画にかかる市民アンケートを実施したところ、イン

事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業構構構構構構構構構構築築築築築築築築築築ににににににににににああああああああああたたたたたたたたたたっっっっっっっっっってててててててててて工工工工工工工工工工夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫（（（（（（（（（（苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦労労労労労労労労労労））））））））））ししししししししししたたたたたたたたたた点点点点点点点点点点事業構築にあたって工夫（苦労）した点

事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業のののののののののの効効効効効効効効効効果果果果果果果果果果事業の効果

事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業のののののののののの利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用状状状状状状状状状状況況況況況況況況況況、、、、、、、、、、利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用者者者者者者者者者者のののののののののの声声声声声声声声声声事業の利用状況、利用者の声
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ターネット普及率が 34％（全国平均 44％）でありながらネット利用意向は 62％と高いものが

あり、ネット接続速度が遅いと感じている利用者が 50％と多いことが明らかな状況でした。

また、事業実施にあたり市民団体代表者の参画する検討委員会にて検討し、今後の大きな市民

ニーズが見込めるとの結論となりました。

　加入実績については、平成 15年度末で 448 件、平成 16年度末で 705 件、17年度末で 831

件、18年 12 月末現在で 879 件となっています。

　小規模な地方都市における情報通信インフラ整備は民間の投資が遅れていく状況にあり、市

域の周辺部では民間事業者においての高速接続サービスが提供されてないため、多くの整備要

望が寄せられています。

　サービス提供内容の充実ということでは、ＩＰ電話対応やグローバルＩＰを取得したいとの

声が寄せられたため、平成 16年度から利用者の選択方式で「プロバイダ契約も含めたオール

インワンパッケージ」と「自由に設定できるパッケージ」を用意し、要望に対応しています。

　地域独自の IT活用事例についても商工団体等の各種分野で検討を開始していますが、実験

段階程度であり具体的な事例にはなっていないため、独自の IT活用の具体的な事例に結びつ

ける必要があります。

　市内全域での超高速ブロードバンド環境を目指して（目標世帯カバー率　約 95％以上）、16

年度以降は周辺地域展開を行っていますが、加入数の伸びに結びつけることにより、事業採算

ラインに近づける予定です。

　また、平成17年には市民アクセス網のカバーエリアの広さを活かした施策実験として、健康

福祉分野では、高品位テレビ電話を活用して、在宅高齢者等への双方向高品位画像活用の在宅

健康相談サービスの実用化をめざした「すこやかネットはらまち実験事業」を実施し、観光交

流分野では海岸部のオートキャンプ場で「無線ＬＡＮサービス実験事業」を実施しながら海の

様子が見える定点カメラを設置するなど、行政部門での活用検討を進めながら本格的事業化に

向けて取り組みを進めております。

　合併後の新たな課題として、小高区、鹿島区においては市街部を除く広いエリアで高速の通

信を利用できない環境となっており、インターネット接続環境については大きな格差を生じて

いる地域を有している状況が生じているため、平成20年度末に完成することを目標として、こ

の新たな市域全体をカバーする超高速通信サービス提供エリアを実現する整備事業計画策定に

取り組んでいます。

現現現現現現現現現現在在在在在在在在在在のののののののののの課課課課課課課課課課題題題題題題題題題題とととととととととと当当当当当当当当当当面面面面面面面面面面のののののののののの計計計計計計計計計計画画画画画画画画画画現在の課題と当面の計画

「ブロードバンド利活用」の先進事例 ■【生活分野】
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　平成１５年度 第１期整備事業　（世帯カバー率　約 65％）

　  親局 20箇所 子局 700 箇所　120,929 千円

  運営費　36,454 千円　　　　計 157,383 千円

　平成１６年度 第２期整備事業　（世帯カバー率　約 80％）

  親局１8箇所　子局 500 箇所　120,520 千円

  運営費　52,899 千円　　　　計 173,419 千円

　平成１７年度 第３期整備事業　（世帯カバー率　約 95％）

  親局　9箇所　子局　50箇所　　49,683 千円

  運営費　58,101 千円　　　　計 107,784 千円

　・基幹光ファイバー部分

　　　平成 12年度電気通信格差是正事業費補助金

　　　「地域イントラネット基盤施設整備事業」

　　平成 15年度、16年度、17年度の整備部分

　　　　地域活性化事業債活用事業

〒 975 － 8686 福島県南相馬市原町区本町二丁目 27

 南相馬市役所　企画部情報政策課　

 ＴＥＬ：0244（24）5213 

 ＦＡＸ：0244（24）5214

 Ｅ-mail : johoseisaku@city.minamisoma.lg.jp

 ＵＲＬ：http://www.city.minamisoma.lg.jp 

シシシシシシシシシシスススススススススステテテテテテテテテテムムムムムムムムムム構構構構構構構構構構築築築築築築築築築築費費費費費費費費費費及及及及及及及及及及びびびびびびびびびびシシシシシシシシシシスススススススススステテテテテテテテテテムムムムムムムムムム運運運運運運運運運運営営営営営営営営営営費費費費費費費費費費システム構築費及びシステム運営費

活活活活活活活活活活用用用用用用用用用用ししししししししししたたたたたたたたたた支支支支支支支支支支援援援援援援援援援援策策策策策策策策策策活用した支援策

照照照照照照照照照照会会会会会会会会会会連連連連連連連連連連絡絡絡絡絡絡絡絡絡絡先先先先先先先先先先照会連絡先

「ブロードバンド利活用」の先進事例 ■【生活分野】
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　磐梯町は、会津盆地北東部に位置し、磐梯朝日国立公園内の磐梯山や厩岳山・猫魔ケ岳等を

北限として、南限は猪苗代湖を水源とする一級河川日橋川が流れ、本町の中心部に至る二本松

街道には、橋梁の新橋が架けられて歴史

的にも重要な要所となっており、仏都会

津の源として隆盛を誇った慧日寺があり、

古代会津の都であるとともに、会津仏教

文化発祥の地として栄えた、歴史と文化

の伝統を受け継いでおります。

　地形は東西に 13.42 キロメートル・南

北に 8.4 キロメートルと東西に広がり、

その総面積は59.69キロ平方メートルで

あります。

　町土の約 46％は

森林で占め、山々の

南山麓を扇状に広が

る丘陵地や山麓の湧

水を水源とする一級河川の大谷川に沿って、農用地や居住地を構成している農山村地帯で山紫

水明な地域です。

　本町においては、高齢者の増加による保険・医療 ･福祉が一体となったサービスと併せて、

若年を中心に都市部への人口の流失に拍車がかかっていることから、定住人口の増加対策や雇

用の確保などが重要課題となって

います。

　さらに、近年の情報化技術の著

しい進展の中で、地域高度情報化

の基盤整備が立ち遅れ、地域住民

への情報提供の環境が十分に図ら

れていない状況にありました。

　特に、過疎地 ･山間地帯といっ

た条件不利地であるため、通信環

境基盤の整備は民間での整備が見

込めない現状にあったため、町は、

町と民間で整備する区域を設定し、それぞれが相互協力し、超高速インターネットアクセス

サービスが利用可能とする基盤の整備を行い、利便性のあるサービスの向上を図りました。

　このことにより、地域住民、企業、行政が「いつでも」、「何処でも」、「誰でも」情報を受信

福福福福福福福福福福島島島島島島島島島島県県県県県県県県県県磐磐磐磐磐磐磐磐磐磐梯梯梯梯梯梯梯梯梯梯町町町町町町町町町町：：：：：：：：：：「「「「「「「「「「磐磐磐磐磐磐磐磐磐磐梯梯梯梯梯梯梯梯梯梯町町町町町町町町町町光光光光光光光光光光フフフフフフフフフファァァァァァァァァァイイイイイイイイイイババババババババババーーーーーーーーーー網網網網網網網網網網設設設設設設設設設設備備備備備備備備備備整整整整整整整整整整備備備備備備備備備備事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業」」」」」」」」」」福島県 磐梯町 ：「磐梯町光ファイバー網設備整備事業」
ばんだいまち

 －－－－－－－－－－［［［［［［［［［［地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域住住住住住住住住住住民民民民民民民民民民のののののののののの生生生生生生生生生生活活活活活活活活活活にににににににににに密密密密密密密密密密着着着着着着着着着着ししししししししししたたたたたたたたたた情情情情情情情情情情報報報報報報報報報報化化化化化化化化化化をををををををををを実実実実実実実実実実現現現現現現現現現現］］］］］］］］］］－－－－－－－－－－－［地域住民の生活に密着した情報化を実現］－

地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域のののののののののの概概概概概概概概概概要要要要要要要要要要地域の概要

シシシシシシシシシシスススススススススステテテテテテテテテテムムムムムムムムムムのののののののののの導導導導導導導導導導入入入入入入入入入入背背背背背背背背背背景景景景景景景景景景とととととととととと経経経経経経経経経経緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯システムの導入背景と経緯
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･ 発信することが可能となり、誰もが平等に社会参加の機会や社会の情報を手にできる仕組み

が構築されました。

　通信環境基盤の整備は、自立の町づくりを目指す本町の活性化を図る上で、重要な役割を担

い、ネットワーク化等の内容の充実は、これからの町づくりの重要課題となります。

　本事業は、地域情報化の基盤整備を図るために、磐梯町公共通信ネットワークとして整備し

た地域イントラネットを利活用しつつ、かつ町全域を東西全町 28ｋｍに渡り光ファイバーを

敷設し、超高速ネットワークの基盤を構築し、行政情報の発信と地域住民・企業等の通信整備

を高めるものであります。

　整備した設備は、ＩＲＵ契約により、町からＮＴＴ東日本へ貸し出し、磐梯町の住民や企業

はプロバイダ契約をすることにより超高速のインターネットサービスの提供を受けることがで

きるようになりました。

シシシシシシシシシシスススススススススステテテテテテテテテテムムムムムムムムムムのののののののののの概概概概概概概概概概要要要要要要要要要要システムの概要

【磐梯町整備光ファイバーケーブルと Bフレッツ提供エリアの概要】

「ブロードバンド利活用」の先進事例 ■【生活分野】
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　　【各家庭までの接続形態】

○システムの内容
　FTTH 方式：IRU　Bフレッツの構築図



33

　町中心部を電気通信事業者が施工し、それ以外の区域を町が施工しましたが、全世帯が光ブ

ロードバンドが利用できる環境とすることはもちろんのこと、居住区域はもとより居住可能な

区域もすべて光ブロードバンド提供を可能としました。

　また、ＩＲＵ契約により、ブロードバンド提供は電気通信事業者が実施することにより、将

来にわたる同事業のリスクを軽減しました。

【ＡＤＳＬ・Bフレッツ加入者の推移】

　加入者の推移を見ていただくと分かるように、ADSLから乗り換えまたは新規加入の方が増

えてはきているものの、全世帯数約１，200 世帯のうちの約４割ですので、まだ多くの方々が

他の回線及び利用されていない状況と思われます。

　当初、町で利用できる回線は、ＡＤＳＬ（８Ｍ）とＩＳＤＮ回線のみでありました。しかし

ながらＡＤＳＬはＮＴＴ局舎より半径５Ｋｍ以上離れた地区では利用することができなかった

ため、特にペンション村においてはもっと高速な回線が求められておりました。光ファイバー

ＩＲＵ　Ｂフレッツサービススキームと契約形態

シシシシシシシシシシスススススススススステテテテテテテテテテムムムムムムムムムム構構構構構構構構構構築築築築築築築築築築ににににににににににああああああああああたたたたたたたたたたっっっっっっっっっってててててててててて工工工工工工工工工工夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫ししししししししししたたたたたたたたたた点点点点点点点点点点システム構築にあたって工夫した点

シシシシシシシシシシスススススススススステテテテテテテテテテムムムムムムムムムム利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用状状状状状状状状状状況況況況況況況況況況・・・・・・・・・・利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用者者者者者者者者者者のののののののののの声声声声声声声声声声システム利用状況・利用者の声

「ブロードバンド利活用」の先進事例 ■【生活分野】
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が全域に敷設された今では、「ホームページの充実が図れた。インターネットを利用した宿泊

予約が増えた。」というペンション村オーナーの声や一部の町内企業では「海外支店との情報交

換に役立っている。」との声もある。また、ＩＳＤＮしか利用できなった地区では「インター

ネットのアクセスにストレスを感じなくなった。」「サイトが完全に見られるまでの時間が無く

なった。」「どのサイトでも見られるようになった。」等の声もあります。

　町では、ブロードバンド環境が

整ったため、町民にも行政サービ

スとあわせ多種多様なコンテン

ツを利用していただきたいと考

え、操作が簡単なテレビ電話を推

奨し普及促進を図るため、「地域

情報化支援対策事業」を立ち上げ、

テレビ電話購入に対し安価で購

入できるよう助成することとし

ました。

　このテレビ電話の活用方法と

して平成 18年１月に１ヶ月間の期間限定ではありましたが、「双方向告知システム」の実験事

業を行いました。モニターには町民の方々 50名を募り、Ｂフレッツの環境が無いモニターの

方には、Ｂフレッツの回線を含め無償で貸し出しました。

　モニターに参加していただいた方々には、アンケート調査を実施しており、内容の検証と今

後、町のテレビ電話を通じた行政情報の発信のあり方について検討していく考えにあります

　また、このブロードバンド環境を有効に活用しようと新たな取り組みも行われております。

「地域情報化支援対策事業」の助成を活用し、七ツ森ペンション村において、オーナー会に所属

する１２のペンションがテレビ電話を設置し「七ツ森ドットネット」を立ち上げ観光のＰＲを

行っております。

シシシシシシシシシシスススススススススステテテテテテテテテテムムムムムムムムムムのののののののののの効効効効効効効効効効果果果果果果果果果果システムの効果
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ホームページ http://www.ntt-fukushima.com/sora/otokunet_list/index.php/index.html

　地域の情報化は、まず「地域住民の生活に密着した情報化の実現」という課題があります。地

域住民の日常生活に密着した用途がなければ、情報化が一般化していかないことにもなり、こ

のようなことからも、「地域住民の生活に密着した情報化」は「地域情報化」の実現に必ず必要

と考えます。

　当面の計画として現在、町の防災無線が老朽化しているため、今後、テレビ電話による告知

システムを駆使した防災無線と併用した利用もしくは防災無線に変わるような利用ができない

か検討をしているところです。

　磐梯町光ファイバー網設備整備事業                                               

　　・総事業費　　　　　83，459，250 円

　　・町　　債　　　　　83，400，000 円

　　・一般財源　　　　　 　　　59，250 円

　　・運営費　　　　　 　　２，161，802 円

地域イントラネット施設整備事業　平成１４年度情報通信格差是正事業費補助事業

　　　　　　　　　　　　　　　　地域活性化事業債

光ファイバー網設備整備事業　　　過疎債

現現現現現現現現現現在在在在在在在在在在のののののののののの課課課課課課課課課課題題題題題題題題題題とととととととととと当当当当当当当当当当面面面面面面面面面面のののののののののの計計計計計計計計計計画画画画画画画画画画現在の課題と当面の計画

シシシシシシシシシシスススススススススステテテテテテテテテテムムムムムムムムムム構構構構構構構構構構築築築築築築築築築築費費費費費費費費費費及及及及及及及及及及びびびびびびびびびびシシシシシシシシシシスススススススススステテテテテテテテテテムムムムムムムムムム運運運運運運運運運運用用用用用用用用用用経経経経経経経経経経費費費費費費費費費費システム構築費及びシステム運用経費

活活活活活活活活活活用用用用用用用用用用ししししししししししたたたたたたたたたた支支支支支支支支支支援援援援援援援援援援策策策策策策策策策策活用した支援策

「ブロードバンド利活用」の先進事例 ■【生活分野】



〒 969 － 3392 福島県耶麻郡磐梯町大字磐梯字中ノ橋 1855 番地

  磐梯町役場　地域振興課　情報グループ

  ＴＥＬ：0242（74）1221

  ＦＡＸ：0242（73）2115　ﾄﾞｯﾄﾈｯﾄﾅﾝﾊﾞｰ　671221

  E-mail：bandai-jyouhou@town.bandai.fukushima.jp

  URL：http://www1.town.bandai.fukushima.jp/

照照照照照照照照照照会会会会会会会会会会連連連連連連連連連連絡絡絡絡絡絡絡絡絡絡先先先先先先先先先先照会連絡先
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　群馬県の西南端、長野県境に位置する南牧

村は、標高 800 メートルから 1000 メートル

級の山々に囲まれ、面積 118．７８平方キロ

メートル、谷津、谷津に集落と農地が散在す

る山村です。古くは砥石の産地として、また、

こんにゃく、養蚕、林業を主産業としてきま

したが、こんにゃくの価格低迷などにより、

農業離れとともに村人口も減少し、現在約３，

000 人、世帯数約１，300 世帯、高齢化率 53．

６％と、２人に１人が 65歳を超えた過疎村、

日本全国で一番の高齢村となっています。

　南牧村の農業は、農地のほとんどが大型機械などの導入が望めない急傾斜の段々畑です。昭

和40年当初、四国のみかん農家がモノレールを活用しているのをテレビで見て、早速南牧村の

急斜面に荷物運搬のモノレールを導入するなど、村の先人達は工夫を凝らして様々な取り組み

をしてきました。こんにゃく、養蚕に替わって、近年はぶどう、しいたけ、花きなどに移行し

てきています。中でもぶどうは、昼夜の温度差や地質により糖度が高く、県の農産物品評会で

も好成績を修めています。

　地形的に村全域が難視聴地域となっており、

各集落毎にテレビの共聴施設をもって難視聴

を解消してきましたが、地区毎に施設の規模

も違うため、村内においても情報の格差が生

じていました。そのような中、平成６年度に

地域連携農業構造改善事業「情報基盤型」と

いう農林水産省の補助事業を導入し、なんも

くふれあいテレビが誕生しました。

　平成６年当時は情報化時代と言われ始めた

頃で、補助対象の拠点双方向施設ではなく、

今後の拡張性を考えて、全部の家庭からも情

報発信のできる全戸双方向のシステムを、村

費を上乗せして構築しました。

　これにより難視聴解消はもとより、自主放送サービス、有線電話、文書伝送などのサービス

が可能となり、農業気象システム、在宅健康管理とこれをさらに充実させる緊急通報システム

など、年々設備の増設を行い、住民サービスに活用してきました。そして、平成 10年度にＣ

ＡＴＶ－ＬＡＮを構築し、インターネットサービスを始めました。
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　東西に 16ｋｍ、南北９ｋｍの総面積 118 平方キロメートルの南牧村は、南牧川とその支流

の川に沿って大小集落が散在しており、伝送距離が長いのが特徴です。映像が劣化しないよう、

受信点からセンターまでとセンターから主要集落の中心部（ノード）まで光ケーブルを使用し、

光と同軸のハイブリッド伝送方式を取り入れています。 

　◇ケーブル延長 127,600 ｍ 　

　◇光ケーブル [ 計 45,500 ｍ ]　

　　96芯 :130 ｍ　  92 芯 :2,100 ｍ    64 芯 :3000 ｍ  　 60 芯 :4800 ｍ　   52 芯 :300 ｍ  

　　48芯 :770 ｍ     44 芯 :430 ｍ      36 芯 :4,320 ｍ 　32 芯 :1,960 ｍ    24 芯 :1,400 ｍ 

　　20芯 :1,960 ｍ   16 芯 :3,190 ｍ    12 芯 :5,500 ｍ    8 芯 :6,790 ｍ      6 芯 :9,470 ｍ 　

　　　 4 芯：15,910 ｍ　　 同軸ケーブル [ 計 82,100 ｍ ] 

１．設備概要

　なんもくふれあいテレビの業務の提供を受ける人は、加入金 30,000 円 ( 宅内配線費用除く )、

利用料月額１,000 円（インターネットサービス除く）です。

　設備工事費用は、70,000 円以内の場合は実額、70,000 円を超えるときは、70,000 円に、超

えた額の半額を加えた額を負担金とします。

（１）テレビ再送信設備

　　　・ＢＳ　　７波（ＮＨＫ第１、ＮＨＫ第２、ＢＳ日テレ、ＢＳフジ、ＢＳ－ I、ＢＳ朝

　　　　　　　　　　日、ＢＳジャパン）

　　　・ＣＳ　　３波（グリーンチャンネル、サイエンスチャンネル、ホームドラマチャンネ

　　　　　　　　　　ル）

　　　・地上波　９波 ( ＮＨＫ総合、ＮＨＫ教育、日本テレビ、東京放送、フジテレビ、テレ

　　　　　　　　　　ビ朝日、テレビ東京、放送大学 )

　　　・ＦＭ　　４波 ( ＮＨＫ－ＦＭ、ＦＭ東京、ＦＭ群馬、放送大学 )

（２）自主放送設備　１波 ( 自主放送番組、文字放送、農業気象情報、スタジオ機材一式、取

　　　　　　　　　　材用機材一式 )

（３）多重情報伝送設備　音声告知放送、文書伝送

（４）有線電話

（５）ステータスモニター設備

（６）農業気象観測設備　気象ロボット３基

（７）在宅健康管理システム

（８）インターネットサーバ

２．ＣＡＴＶ－ＬＡＮの構造について

　ＣＡＴＶの伝送路を利用し、村内をＬＡＮで結び、テレビ局にサーバを置いて、ここから専

用線で外と繋がっています。

　宅内は、有線電話のケーブルを２分配し、モデムをつけてパソコンに接続しています。

　上り４Mbps 、下り 30Ｍ bps、インターネット接続のための専用回線は 100Mbps( 帯域保

証なし ) です。

　加入金や加入工事費は無料、モデムは無償貸与です。利用者は、なんもくふれあいテレビに

38

シシシシシシシシシシスススススススススステテテテテテテテテテムムムムムムムムムムのののののののののの概概概概概概概概概概要要要要要要要要要要システムの概要



39

加入している人とし、利用料はＩＰアドレス１つ、メールアカウント１つ（容量５ＭＢ。平成

19年度より容量 100 ＭＢ）、ウェブアカウント１つ（容量 10ＭＢ）がワンセットになってい

て、月額１，700 円（定額）です。

　追加サービスとして、メールアカウント１つ ( 容量５ＭＢ。平成 19年度より容量 100 ＭＢ

又は容量 100 ＭＢ増量 ) につき月額 200 円、ウェブアカウント１つ（容量 10ＭＢ又は容量

10ＭＢ増量）につき月額 500 円です。

３．高度情報化拠点施設整備事業の工事概要

（１）伝送路の広帯域化（300 ＭＨＺ→ 770 ＭＨＺへ）

（２）BSデジタル放送再送信（パススルー方式）

（３）公共施設間を光専用線接続（行政ＬＡＮのセキュリテイ強化）

（４）近隣町村との光接続の基盤整備（協定書取り交わし）

（５）デジタル機器の導入（映像のサーバ配信可能に）

（６）気象データのweb配信（防災情報、防災啓蒙にも活用）

○インターネットサービスを各家庭に導入していただくために、パソコン購入価格の二分の一

　を補助する等の得点を用意しました。この制度は、ある程度インターネットを希望する各家

　庭にパソコンが行き渡ったと判断し、平成 17年度末で終了しました。　　　　　　　

○高速インターネット環境を月額１，700 円の使い放題で提供しました。

○キーボードを触ったことのない人もパソコンが利用できるようにと、インターネットサービ

　ス導入時から平成１４年度までパソコン教室を開催しました。平成１８年度もパソコン入門講

　習会を２日間に渡って開催しました。

　山村地域であってもテレビの難視聴はなく、インターネットでは情報を即時に得ることがで

き、業務開始から月日を経た現在は、地域に根付く「なんもくふれあいテレビ」となりました。

近頃は、都会に住む人々のふるさと回帰志向が高まり、情報設備が整備されていることも相

まって、Ｉターン者が増えています。

○現在のなんもくふれあいテレビ加入率は 110％で、インターネット加入率は 28％です。

○利用者の声としては、「村の行事や議会中継など、テレビで村の情報を逐一得られる。」

　という内容や、現在多いのは、「地上デジタル放送の対応へ向け、村の計画はどうなっ

　ているのか」という質問です。
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　システム導入以降、現在は設備機器の老朽化が目立ち、トラブルが起こる前の新しい機器へ

の買い替えや、使用中の機器が故障したときに予備の機器がないことなどの費用面で課題が多

くあります。

　また、2011 年の地上デジタル放送完全移行へ向け、ＣＡＴＶ設備も対応できる施設を構築

しなければならないことや、ネットワーク網の構築による広域的行政サービス、防災情報、教

育文化情報の受発信など近隣町村全域の情報化拠点として使命を果たすべきだと考えています。

１．システム構築費 ���������������������� １，758，000 千円　　

２．システム運営費（平成１７年度決算情報施設費） ���������� 55，712 千円　　

（１）維持管理費（人件費６人、光熱水費など） ������������ 47，674 千円　　

（２）保守点検費（スタジオ機器、伝送路など） ������������ ３，333 千円　　

（３）回線使用料　（ＫＤＤＩ） �������������������� ４，705 千円　　

１．農林水産省

　・地域連携確立農業構造改善事業「情報基盤型」 ��������� １，050，000 千円　　

　・地域農業基盤確立農業構造改善事業「農業気象情報高度利用施設」 �� 40，000 千円　　

　・農山漁村高齢者生きがい発揮促進事業（ハートフルプラン 21）　 �� 50，000 千円　　

　・山村振興等農林漁業特別対策事業「基本型」同「高齢型」　　　 �� 115，000 千円　　

　・高度情報化拠点施設整備事業　　　　　　　　　　　　　　　 �� 　380，000 千円　　

２．群馬県

　・特定農山村地域活性化対策事業　　　　　　　　　　　　　　　　 � 65，000 千円　　

〒 370 － 2806 群馬県甘楽郡南牧村大字大日向 1481 －１

 南牧村企画情報課　なんもくふれあいテレビ

 ＴＥＬ：0274（87）2088 

 ＦＡＸ：0274（87）7008

 Ｅ-mail：fureaitv@vill.nanmoku.gunma.jp/

 ＵＲＬ：http://www.nanmoku.ne.jp/
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　豊中市は、大阪市の北側に隣接し、北から南にかけ緩やかな丘陵地の東西に６Ｋｍ、南北に

10．３Ｋｍ、面積 36．６Ｋｍ２の「緑豊かな生活文化創造都市」を目指したアメニティの高い

良好な住宅都市・文化都市として発展している人口約39万人の都市である。大阪都市圏の近郊

都市、ベッドタウンとして、昭和 30年代から開発が急速に進んだため、下水道などの都市基

盤設備（インフラストラクチャー）の整備率は高い。交通面でも、阪急電鉄、北大阪急行電鉄

と阪急バスによる公共交通網、中国自動車道 、名神高速道路、阪神高速池田線、新御堂筋をは

じめとする幹線道路網、それに市北西部の大阪国際空港（伊丹）の存在など、至便の地である。

　豊中市では、平成６年９月に、市の情報化施策を体系化し、地域の情報化を計画的に展開し

ていくための基本指針として「地域情報化計画」を策定し、これに基づいて地域の情報化に取

り組んできました。

　基本的な考え方としては、「市民本位の情報化」、「地域特性を活かした情報化」、「人にやさし

い情報化」の３点をかかげ、「まちづくりを支える施策」と「都市の情報化を進める施策」の２

本柱で施策展開を図っています。

　これまでの主な取り組み（サービス提供）として、市民サービスの向上という点では、平成

８年度に「オーパス・スポーツ施設情報システム」を開始、平成９年度には「豊中市ホームペー

ジ」を開設し、地図情報提供サービスや、申請書提供サービスを実施するなど、内容の充実を

図っています。

　さらに、地域のインターネット環境の整備として、平成 13年度以降「地域イントラネット

基盤整備事業」のなかで、市内 158 施設をケーブル回線で接続したほか、市内６施設に街頭端
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とよなかし
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末機を設置し、「とよなかコミュニティネッ

ト」を構築して、平成 15年５月には、地域

の情報化を推進する拠点施設として「エキス

タとよなか※1」を開設しました。

　平成十三年度に全国的に実施されたＩＴ講習を、8,000 人余りの市民が受講ました。

　しかし、パソコン操作は一度受講しただけで習得できるものではなく、またその後のフォ

ローアップを望む声が多かったことから、パソコンに関して身近に相談できる窓口の設置も含

めて、市の地域情報化を推進する拠点施設を開設することを計画していた時期に、阪急線の高

架橋化に伴い建て替えることとなる豊中駅に公共利用目的にスペースを確保出来るとなり、そ

こにケーブルテレビのサテライトスタジオを設置する計画が持ち上がりました。

　そこで、施設の有効利用の観点からスペースを共用することを念頭にして事業計画（事業費

等）を検討したところ、国が募集していた「マルチメディア街中にぎわい創出事業補助金」の

スキームに該当したため、同補助金を活用し、多目的に利用できるスタジオ「エキスタとよな

か」を整備した。

・ ケーブルテレビの生中継による地域情報の発信

＜概要＞：ケーブルテレビを活用した地域情報の発

信事業として、生中継で地域の情報を伝える３番組

（「消防署からのお知らせ」「とよなかウオッチ」「エ

キスタあつまれ！」）を提供している。

＜現状＞：　市民が日ごろの活動成果の発表やイベ

ントなどの知らせたい情報を発信する「エキスタあ

つまれ」では、自分たちの活動を発表する場が欲しい、あるいはイベントなどの告知をテレビ

を通じて行いたいなどといった市民のニーズを満たすことができ、平成 16年度の利用人数は

1,00 人余りと、大変好評を博している。また、イベントの集客に役立つだけでなく、テレビを

見て活動に興味を持った視聴者が、新たに活動に参加するなど、人と人をつなぐ役割も果たし、

現在では「エキスタあつまれ！」の出演予約は一カ月先まで埋まっている状況である。
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※1名称は、広報誌やホームページで公募し、八十五点の候補の中から、地域ＩＴリーダーと呼ばれる市民ボラン

ティアの選考を経て決定したものである。
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・市民サポート機能（ITサポート・情報バリアフリー）

＜概要＞：　パソコンを活用した市民の情報リテラシー

（利用能力）の向上として、各種アプリケーションに関す

る情報や、ブロバイダや高速回線に関する情報、パソコ

ンや周辺機器に関する情報、携帯端末や街頭端末に関す

る情報など ITに関する基本的情報を提供すると共に、

基礎的なパソコン操作などの相談を受け付けるパソコ

ンヘルプデスクの開設、IT講習会の企画運営を行って

います。

　また、パソコンを使った市内情報検索ボックスも設置

されており、豊中市内の情報化の推進と市民のみなさん

の交流を目指したさまざまな事業をおこなっています。

＜現状＞：　

ヘルプディ

スクに寄せられる質問や相談とその解決策を、よく

ある質問集としてホームページに掲載し、市民の自

主学習やヘルプディスク業務に役立たせている。

　市民ボランティアが市民に対してパソコンを教

える仕組みができ、市民同士の交流の場となってお

り、パソコンヘルプデスクの利用についても、年間

2,000 人を上回っている。

・人材育成（ 地域 ITリーダーの育成、支援）

　＜概要＞：　「エキスタとよなか」のヘルプディ

スク等において、情報機器の利用やソフトウェアの

活用、情報の入手や活用、情報発信などの側面から市民の情報利活用を支援していただく人材

（市民情報化支援スタッフ）の確保・育成を目的と

して、活動に必要となる新たな知識や技術を習得で

きるよう研修（地域ＩＴリーダー育成講習）を開催

すると共に、地域ＩＴリーダーのスキルアップを図

るためにグループ学習や自主学習を取り入れたブ

ラッシュアップ講習を実施しています。

　現状：現在までに、1160 人余りの市民が講習を修

了し、市民情報化支援スタッフとして同デスクに参

加して市民の相談に対応しています。

　また、地域ＩＴリーダーはエキスタとよなかのデ

スクを担当するだけでなく、それぞれの地域でパソ

コン講習会やパソコン相談会を開催するなど、活動

が市域全体へと広がりをみせています。

「ブロードバンド利活用」の先進事例 ■【生活分野】



・ ケーブルテレビの生中継による地域情報の発信

　映像を通して、市民グループや団体の活動成果及び児童・生徒の学習成果について気軽に情

報発信できる環境を提供することにより、発信する際の、見やすさ・わかりやすさ・面白さな

ど受信側に配慮した情報適用の在り方や、ケーブルテレビというメディアを利用する際にも

ルール、情報提供者に求められるモラルなどの知識や技術を体験していただけるよう心がけて

います。

・ 人材育成（ 地域 ITリーダーの育成、支援）

　　「市民情報化支援スタッフ」の技術向上を図ると共に、将来的には自立した活動としての組

　織化を目指しています。

　　なお、「市民情報化支援スタッフ」の活動については、自主的な運用にまかせています。　

・市民サポート機能（ITサポート・情報バリアフリー・IT講習会）

　共通事項

　　受講料を低価に押さえるため、テキスト等を手作りにしている。

　高齢者対象

　　高齢者対象の講習会については、　

　参加者個々が自分の目標を定めて取組

　む事を基本としているため、講習終了

　時の到達目標を設定していない。　

　このように、エキスタとよなかでは、市民ボランティア、ケーブルテレビ事業者、豊中市の

三者が協働して取り組みを進めることで、地域の情報化や市民のＩＴ活用支援に大きな成果を

上げている。

　2007 年には大量の技術者が定年を迎えるが、そのような技術力を地域に還元する仕組みを

整えることで、さらなる地域活性化につながることを期待し,将来的には、地域住民がＩＴを通

じて触れ合いを深める場が、市内随所にできればよいと考えています。

シシシシシシシシシシスススススススススステテテテテテテテテテムムムムムムムムムムのののののののののの運運運運運運運運運運用用用用用用用用用用でででででででででで工工工工工工工工工工夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫ししししししししししてててててててててていいいいいいいいいいるるるるるるるるるる点点点点点点点点点点システムの運用で工夫している点

今今今今今今今今今今後後後後後後後後後後のののののののののの展展展展展展展展展展望望望望望望望望望望今後の展望
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〒 561 － 8501 豊中市中桜塚 3-1-1

 豊中市政策推進部情報政策室 

 ＴＥＬ：06（6858）2668（直通）

 Ｅ―mail　jousei@city.toyonaka.osaka.jp

照照照照照照照照照照会会会会会会会会会会連連連連連連連連連連絡絡絡絡絡絡絡絡絡絡先先先先先先先先先先照会連絡先
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　旭川と吉井川が瀬戸海に注ぐ岡山平野の中

央に位置し、南部は地味豊かな沃野、北部は

吉備高原につながる山並みがひろがっていま

す。

   温暖な瀬戸内海特有の風土により、春秋は

快晴の日が多く、冬は厳しい季節風を中国山

地がさえぎって積雪をみることはまれであり、

夏本土を襲う台風も四国山脈が防壁となり勢

力が弱められ、影響が比較的少ないなど、非

常に環境に恵まれています。

　近年は瀬戸大橋、岡山空港、山陽自動車道など広域高速交通網の整備が進み、平成８年に政

令指定都市に準ずる権限を有する中核都市に移行するなど、都市としての拠点性は一段と高ま

り、さらに平成１９年１月 22日には建部町・瀬戸町との合併により、新「岡山市」が誕生、面

積 789.912km2、人口約 70万人を擁する中国地方有数の大都市として、平成 21年の政令指定

都市の実現を目指して発展を続けています。

　 平成 12年度に、同市が目指す「国際・福祉

都市」の発展基盤としてインターネットに代表

される情報化の推進が必須であるとの観点から、

早期にブロードバンド基盤整備を図る事を目的

とした「岡山市地域情報水道構想」により市内

モデル地区に下水道管路を利用したFTTHに

よる高速アクセス網の利用環境を整備し、産学

官により高速大容量の通信を利用した実験やイ

ンターネット技術を利用した新たなサービスの

検証等39テーマの実証実験を平成13年から平

成 17年度末までの期間実施しました。

岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡山山山山山山山山山山県県県県県県県県県県岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡山山山山山山山山山山市市市市市市市市市市：：：：：：：：：：「「「「「「「「「「電電電電電電電電電電子子子子子子子子子子町町町町町町町町町町内内内内内内内内内内会会会会会会会会会会ででででででででででごごごごごごごごごご近近近近近近近近近近所所所所所所所所所所イイイイイイイイイイキキキキキキキキキキイイイイイイイイイイキキキキキキキキキキ！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！岡山県 岡山市 ：「電子町内会でご近所イキイキ！！
おかやまし
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地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域のののののののののの概概概概概概概概概概要要要要要要要要要要地域の概要

岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡山山山山山山山山山山市市市市市市市市市市のののののののののの情情情情情情情情情情報報報報報報報報報報化化化化化化化化化化推推推推推推推推推推進進進進進進進進進進へへへへへへへへへへのののののののののの取取取取取取取取取取組組組組組組組組組組岡山市の情報化推進への取組
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　岡山市は町内会への加入率は世帯の 88.8％（平成 18年 6月末現在）であり、地域づくりの

母体として、コミュニティの醸成から、防犯、防災、環境美化など幅広い役割を担っています

が、現在の町内会活動は高齢者が中心になっており、生活時間帯の相違等により若い世代の参

加が少なく年代間を通じたコミュニケーションが非常に少ないのが実情であることから、　

　①　自分の時間に合わせて町内会の会員同士の親交が深められる。

　②　若い人とともにサイトづくりを行うことにより世代間の交流を深めることができる。

　③　身近な話題、出来事を他の会員に手軽に情報発信できる。

　④　町内会の活動状況を瞬時に内外に伝えることができる。

といった、コミュニケーション手段にインターネットを利用するメリットを活かし、地域コ

ミュニティの活性化を図るツールとしての電子町内会システムの構築をおこないました。

　電子町内会は広く一般に公開しているページ（外向けページ）と電子町内会員員の人しか見

ることの出来ないページ（会員専用ページ）で構成されます。

　それぞれのページの概要は次のとおりです。

　①　外向けウェブページ

　町内会の紹介、町内会長のあいさつ、町内会の場所、歴史、行事、各種団体（子供会・婦人

会・老人会・愛育会・おやこクラブ等）の紹介、ゴミの日・ゴミステーションマップなど町内

会の情報を掲載しています。
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シシシシシシシシシシスススススススススステテテテテテテテテテムムムムムムムムムムのののののののののの概概概概概概概概概概要要要要要要要要要要システムの概要
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　②　会員専用ページ

　電子町内会員が個々に付与されたＩＤ・パスワードがなければ閲覧できない。

　岡山市から提供された機能のほか、各町内会で作成した名簿などのページを開催することも

可能となっています。

○岡山市が提供している機能

　ア 交流（電子掲示板）

　　　双方向のやり取り（スレッド機能）を可能とし、ファイルの添付が出来るほか次の機能

　　を搭載

　　・キャラクタ作成機能 ・画像縮小表示機能　・書込み文字色の設定

　　・書込みメール配信　 ・携帯電話からの参照・書込みが可能　

　イ ｅ御意見（電子アンケート・パブリックコメント）

　　・町内会の独自のアンケート

　　・岡山市からのアンケート・パブリックコメント

　　　何度でも投票・投稿が可能であるが、最終のものが反映されるため一人一票が確保され

　　る。（携帯電話からも投票可能）　

　ウ ｅ情報（市からのお知らせ・お得情報）

　　　電子町内会に関する市からのお知らせ等については、各町内会へ直接掲載することが可

　　能。

　エ カレンダー（行事予定・施設予約）

　　　各町内の行事予定、施設予約について一目で状況を把握することができる（携帯電話か

　　らの参照・書込みが可能）　

*電子町内会サイトで、さんぷる町内会を設置し体験可

能（閲覧のみ）

URL:(http://townweb.e-okayamacity.jp/d-chounai/）
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①連携協力（外向けウェブページ）

　　町内会の方が行方不明になった時に、掲示板で協力を呼びかけみんなで捜索した結果、無

　事が確認できた。また警察から公開捜索されていた方の情報を他町内会長からの要請で各町

　内会が掲載し捜査に協力しました。

②安心・安全（外向けウェブページ）

　　町内会で所轄警察署から配信されるセーフティ・ネット・メールの情報や、提供を受けた

　不審者情報等をまとめて作成した防犯マップを作成し、これを掲示し、地域ぐるみで監視に

　取組んだ結果、犯罪（振り込め詐欺、自転車盗難、動物虐待等、）の抑止効果がありました。

③地域の情報提供（会員専用ページ）

　　町内会に行事や規約、子供会などの活動状況等、

　町内会の様子を事細かに掲載することにより、町内

　会の問題・状況をみんなで共有できる。

　　また、新たに引っ越してきた住民もいち早く地域

　に特化した情報を収集できることにより、早期に地

　域に融けこむことができました。 

④ご近所の交流（会員専用ページ）

　　電子掲示板を利用して、多忙な方でも時間や場所

　にとらわれず、世代を超えた会員同士の交流が図ら

　れました。

①苦労した点

　ア 町内会の理解

　　　町内会内部で同意を得るため、町内会員及び町内会長へ何度か説明会を実施必要があり

　　相当労力を要しました。　

　　　説明するにあたり、導入によるメリットの明確化及び、町内会が望むハード面・金銭面

　　での支援にも耳を傾ける必要がありました。

　　　また、参加後に町内会の担当者に運営を負担と感じさせないためのフォローが必要にな

　　りました。　　

　イ 規約等の整備

　　　システムを運営するにあたり、各種規約・要領・指針の作成が必要となり、利用者の安

　　心確保（個人情報・セキュリティ等）及び将来的な面も考慮したものにするため、関係者

　　等との調整に労力を要しました。

　ウ ウェブページの作成

　　　ウェブページの作成については、講習会を開催しただけでは参加町内会が独自でウェブ

　　ページを作成することは困難であるため、素材の収集からサイトのサーバへの保管方法ま

　　での一連の流れにそった講習や個別指導が必要となり、町内会によっては個人に負担がか

　　かることになりました。
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　　　併せて、ウェブページ作成や運営に参加する会員に高齢者の方が多く、スキルを身につ

　　けるまでに時間を要しました。

②工夫した点　　　

　ア 人材育成及び加入促進

　　　電子町内会の運営担当者育成のための講習会・研修会の開催及び人材研修への補助を行

　　うと共に、出前 IT講習会※1の受講及び ITヘルプセンター※2の利用等、電子町内会に参加

　　することによるメリットを具体的に提示することにより、人材育成及び加入促進に努めま

　　した。

　イ 電子町内会活動のＰＲ

　　・地域電子地図コンテスト　　　　　・アクセスランキング　

　　・ウェブサイト名称付けコンテスト　・電子町内会ロゴコンテスト

　　・電子町内会イキイキ！コンテスト（エピソード・俳句・川柳・写真等）

　　・電子町内会パネル展など、市が電子町内会対抗での各種コンテスト等のイベントを実施

　　　し普及啓発に努めました。 　　

　７町内会、会員数 378 人からスタートした電子町内会システムであったが、５年を経過した

現在参加５７町内会、会員数３，805 名（平成１９年１月現在）となり、さらに毎年増加してい

ます。　

　最初は手探りで始まった活動も掲載情報が充実し、町内会によっては専門家顔負けの情報が

掲載されていたり、不審者情報や防災情報などタイムリーな話題が掲載されています。

　また、電子町内会をきっかけに、雑草倒木に埋もれていた滝を復元するボランティアができ

滝をきっかけにした世代を超えた交流や新たな活動グループができる例や、天然記念物の淡水

魚（アユモドキ）を町内上げて保護し地域を愛し育む活動につながっている例、地域の特産品

マスカットの成長過程をリアルに紹介している例、など着実にリアルコミュニティの活性化に

つながっています。

シシシシシシシシシシスススススススススステテテテテテテテテテムムムムムムムムムムのののののののののの利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用現現現現現現現現現現状状状状状状状状状状システムの利用現状

※1通常パソコンが設置している施設に集合いただき講習を行うところ、各町内会の近所にある集会所・公会堂にパ

ソコン・講師・インターネット環境を運び入れて講習を実施。 

 
※2気軽に電話・ＦＡＸ・メールでパソコンの基本的な疑問にその場で回答することもの。（平成１７年度で終了）
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　また、各町内ウェブページから発信される情報は市民のみならず遠く岡山を離れた方にも届

き、いつまでも郷土岡山を身近に感じさせています。

　参加会員数１万人とエリアカバー率５０％を目標に、参加拡大を図ると共に電子町内会が単な

る町内会の活動だけでなく地域に住む人々及び各種団体が集うポータルサイトとしての役割を

担い、地域内の情報交換、情報発信を通じて地域コミュニティの活性化、地域内の課題解決の

ツールとしての運用を目指していくこととしています。

○システム開発　　

　地域情報化モデル事業（ｅまちづくり交付金）・・・・・総務省

　ＩＴ講習 , ＩＴヘルプセンター

　緊急地域雇用創出特別基金事業・・・・・・・・・・経済産業省

〒 700 － 8544 岡山市大供一丁目１番１号

 岡山市市民局市民企画総務課協同ネットワーク推進室

 ＴＥＬ：086（803）1031

 Ｅ-mail： kyoudounet@city.okayama.okayama.jp　　　　

 ＵＲＬ：http://townweb.e-okayamacity.jp/

当当当当当当当当当当面面面面面面面面面面のののののののののの計計計計計計計計計計画画画画画画画画画画当面の計画

活活活活活活活活活活用用用用用用用用用用ししししししししししたたたたたたたたたた支支支支支支支支支支援援援援援援援援援援策策策策策策策策策策活用した支援策

照照照照照照照照照照会会会会会会会会会会連連連連連連連連連連絡絡絡絡絡絡絡絡絡絡先先先先先先先先先先照会連絡先
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　広島県の南東部に位置する尾道は、平安時代末の開港以

来、天然の良港として栄え、現在では、瀬戸内しまなみ海

道の本州側の起点として四国と架橋でつながり、2006 年

には広域合併により、尾道市はやまなみ、まちなか、しま

なみエリアを持つ人口１５万人都市になりました。尾道は、

いにしえからの人・モノ・情報の往来が幾重にも歴史地層

を形成しています。なかでもまちなかでは様々な宗派の

寺院群が、尾道三山と呼ばれる斜面地（坂道）に連なって、

小路（しょうじ）と呼ばれる港と寺を結ぶ細長い参詣道が、

生活感あふれる風情を醸し、尾道ならではの魅力を形成し

ています。尾道の坂道と小路は、志賀直哉の小説「暗夜行

路」、小津安二郎監督の映画「東京物語」や大林宣彦監督の

「転校生」などにも登場しています。こうした尾道の産業や経済、芸術文化を支える多様な構

造がインターネット的であり、「どこでも博物館」を生み出した土壌と言えます。

　「どこでも博物館」は 2001 年、尾道で行われたまちづくりがテーマの講演会で、竹村真一さ

ん（京都造形芸術大学教授）が携帯電話を使った観光ナビを提案したのが始まりです。この素

晴らしいアイデアに市役所や会議所が動き、竹村さん指揮のもと、市立尾道大学の先生や学生、

それに市民が協力し、約一年がかりでシステムを作り上げました。制作経費 700 万円は、尾道

商工会議所が会議所開設 110 周年事業として拠出しました。そのうえで完成したシステムを

会議所から尾道市に寄贈。尾道市は「尾道携帯観光ナビシステム運営委員会」を組織して、「ど

こ博」のメンテナンスのために立ち上げたＮＰＯに運営管理を委託しました。―――とんとん

と小気味良いスピード感でユビキタス観光ガイド「どこでも博物館」は誕生しました。「どこ博」

リーフレットの表紙には、誇らしげに「世界初」と銘打っています。

　「どこでも博物館」http://dokohaku.net/ というのは、誰でもが持っている携帯電話を使って、

いつでもどこでも観光情報や公共情報をパッと見ることができるようにしようという仕組みで

す。尾道のまちなかに点在する 150 ヶ所のアクセスポイントには、身の丈 20センチ程の石の

フクロウが置かれ、アイコンの役割をしています。そのフクロウの傍らのプレートに印刷され

ているＱＲコードを携帯電話で読み取り、インターネットにアクセスするとその場の情報が表

示されます。また「どこでも博物館」のホームページから、アイコンやリーフレットに記載さ

れている３桁の番号を携帯電話に入力すれば、欲しい観光情報を取得できます。（利用料等は

無料 /パケット通信費を除く）

広広広広広広広広広広島島島島島島島島島島県県県県県県県県県県尾尾尾尾尾尾尾尾尾尾道道道道道道道道道道市市市市市市市市市市：：：：：：：：：：尾尾尾尾尾尾尾尾尾尾道道道道道道道道道道携携携携携携携携携携帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯観観観観観観観観観観光光光光光光光光光光ナナナナナナナナナナビビビビビビビビビビ「「「「「「「「「「どどどどどどどどどどここここここここここででででででででででもももももももももも博博博博博博博博博博物物物物物物物物物物館館館館館館館館館館」」」」」」」」」」広島県 尾道市 ：尾道携帯観光ナビ「どこでも博物館」
おのみちし

              －－－－－－－－－－［［［［［［［［［［携携携携携携携携携携帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯電電電電電電電電電電話話話話話話話話話話をををををををををを活活活活活活活活活活用用用用用用用用用用ししししししししししたたたたたたたたたたユユユユユユユユユユビビビビビビビビビビキキキキキキキキキキタタタタタタタタタタスススススススススス観観観観観観観観観観光光光光光光光光光光ガガガガガガガガガガイイイイイイイイイイドドドドドドドドドドのののののののののの取取取取取取取取取取組組組組組組組組組組］］］］］］］］］］－－－－－－－－－－－［携帯電話を活用したユビキタス観光ガイドの取組］－

地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域のののののののののの概概概概概概概概概概要要要要要要要要要要地域の概要

シシシシシシシシシシスススススススススステテテテテテテテテテムムムムムムムムムムのののののののののの導導導導導導導導導導入入入入入入入入入入背背背背背背背背背背景景景景景景景景景景とととととととととと経経経経経経経経経経緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯システムの導入背景と経緯

シシシシシシシシシシスススススススススステテテテテテテテテテムムムムムムムムムムのののののののののの概概概概概概概概概概要要要要要要要要要要システムの概要
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○特色・特記事項

　①ユーザーは、アクセスポイントから携帯電話を介して、その場

　　の情報を欲しいときに取り出すことができる。

　②アクセスポイントのWEB上に設置された「置き手紙」という

　　掲示板機能により、その場のその時の情報を基にユーザー間

　　でやり取りできる。

　③現在、「どこでも博物館」は写真と日本語と一部英語のテキス

　　ト表記になっている。2007 年４月からは、音声多言語（日、英、仏、中、韓）に対応す

　　る予定。

　④ＧＰＳ位置情報や音声多言語情報に対応したデータベースから、柔軟に「どこでも博物館」

　　のコンテンツを構築できるシステムである。

　⑤ＮＰＯと地域の小学校や市の生涯学習活動および観光ボランティアガイドなどとの連携に

　　よりから得られた情報を中心に掲載している「どこでも博物館」は、地域間交流や活性化

　　の装置となっている。

○単に観光情報の発信だけでなく、まちづくりのツールとして地域との連携を重視した情報収

集体制を敷いたことです。また、高度なＩＴ技術に依存することなく、誰でもが扱えるシンプ

ルなサイトデザインにしたことです。

○アイコンの石のフクロウがたびたびいなくなったことです。QRコードの認識精度が悪く、

しばしばサインのメンテナンスを行わざるを得なかったことです。また、掲示板の書き込みの

パトロールに追われていることです。

○定量的導入効果

　携帯電話のWEB機能を用いた情報受発信システムの導入に伴い、市中の多くの寺院群や商

店・飲食街、小路（しょうじ）といわれる路地にいたるまで情報化を行ったことにより、地域

コミュニティが活性化しました。そうした地域情報の発信がテレビ番組やCM制作、雑誌の特

集等のロケハン資料となり、尾道への集客増に寄与しました。この活動を通じて地域の連帯が

生まれ、尾道の特性を活かした商店街イベント（おまつり尾道）や市内小中学校や地域住民が

取り組む灯りのイベント（尾道灯りまつり）実施の契機になりました。

○定性的導入効果

①ユビキタス社会の到来を見越した先進的な観光ナビシステムの導入と石のフクロウアイコン

　による親しみやすいインターフェースは、まちの新しいシンボルになりました。

②市中から、観光案内のための案内サインを軽減することができ、景観保全の面からも効果が

　ありました。

③「置き手紙」というユーザーからの反応がコンテンツに反映されることにより、苦情をシス

　テム向上に役立てることができます。

④ユビキタス化に関心のある他の都市や地域と官民の枠を超えた交流が生れました。

⑤コミュニティＦＭ放送の防災情報をWEB共有化することや、ＧＰＳ位置情報システムを用

シシシシシシシシシシスススススススススステテテテテテテテテテムムムムムムムムムム構構構構構構構構構構築築築築築築築築築築ににににににににににああああああああああたたたたたたたたたたっっっっっっっっっってててててててててて工工工工工工工工工工夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫システム構築にあたって工夫（（（（（（（（（（苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦労労労労労労労労労労））））））））））しししししししししし（苦労）したたたたたたたたたた点点点点点点点点点点た点

シシシシシシシシシシスススススススススステテテテテテテテテテムムムムムムムムムムのののののののののの効効効効効効効効効効果果果果果果果果果果システムの効果
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　いた防災マップの作成をＮＰＯ地域学校および住民と行うことにより防災意識の向上が見ら

　れました。

　発足当初から他の自治体や企業からの「どこ博」視察も数多く、長野県下諏訪町の史跡ガイ

ドや島根県大田市の石見銀山ガイド、鳥取県境港市の水木しげるロードガイドなど、「どこ博」

が携帯電話を使ったユビキタス観光ガイドの取り組みのモデルになりました。

　一日の平均アクセス数は、1000 ～ 2500 となっています。

　2006 年秋、「どこでも博物館」は、国（国土交通省）の推進するまちめぐりナビプロジェク

トに取り組んでいます。2010年までに１，000万人の訪日外国人誘致を実現するためのさまざ

まな試み（ビジットジャパンプロジェクト）の一環として、尾道市では民産官学協働の「尾道

しまなみネクスト観光協議会」を立ち上げてまちめぐりナビ・プロジェクトを実施することに

なりました。内容は「どこでも博物館」を携帯電話の位置情報システム（GPS）に対応させ、

英語、フランス語、韓国語、中国語の音声ガイドを聞けるようにしたり、大規模災害時の情報

伝達手段として、太陽光と風力発電の給電システムを備えた、緊急告知コミュニティＦＭラジ

オとGPS位置情報付携帯電話メーリングリスト配信システムを組み合わせた災害情報伝達の

実証実験などを行っています。

○システム構築費　700 万円、

○システム運営費　150 万円（平成 18年度）

　尾道商工会議所開設「110 周年」事業

〒 722 － 0046 尾道市長江 1-4-3

 ＮＰＯプラットフォーム・おのみち

 副代表理事　加藤慈然

 ＴＥＬ：090（6418）0237

 E-mail：moon@ono.ne.jp

シシシシシシシシシシスススススススススステテテテテテテテテテムムムムムムムムムムのののののののののの利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用状状状状状状状状状状況況況況況況況況況況等等等等等等等等等等システムの利用状況等

現現現現現現現現現現在在在在在在在在在在のののののののののの課課課課課課課課課課題題題題題題題題題題とととととととととと当当当当当当当当当当面面面面面面面面面面のののののののののの計計計計計計計計計計画画画画画画画画画画現在の課題と当面の計画

シシシシシシシシシシスススススススススステテテテテテテテテテムムムムムムムムムム構構構構構構構構構構築築築築築築築築築築費費費費費費費費費費及及及及及及及及及及びびびびびびびびびびシシシシシシシシシシスススススススススステテテテテテテテテテムムムムムムムムムム運運運運運運運運運運営営営営営営営営営営費費費費費費費費費費システム構築費及びシステム運営費

活活活活活活活活活活用用用用用用用用用用ししししししししししたたたたたたたたたた支支支支支支支支支支援援援援援援援援援援策策策策策策策策策策活用した支援策

照照照照照照照照照照会会会会会会会会会会連連連連連連連連連連絡絡絡絡絡絡絡絡絡絡先先先先先先先先先先照会連絡先
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「ブロードバンド利活用」の先進事例�

【医療・福祉分野】�



　岩手県釜石市は、県の南東部、陸中海岸国立公園の中心に位置

し、世界三大漁場の一つ三陸漁場と典型的なリアス式海岸を控え、

また、近代製鉄業発祥の地としての歴史を持ち、「鉄と魚と観光

のまち」として発達してきました。 しかし、基幹産業である鉄鋼

業の相次ぐ合理化や国際漁業規制の強化、魚価の低迷による水産

業の不振など、地域経済の影響を被り、かつておよそ９万人を数

えた人口も、その後急激に減少し、平成 18年１０月末時点で約４

万３千人となっており、面積 441．35km2のまちです。　

　海洋開発をはじめとした研究開発機関の立地を進め、観光の振

興と併せて地域経済の一層の振興を図るとともに、 福祉 ･医療施

設の充実など、市民生活がより快適なものになるよう努力し、釜石市は新たなまちづくりを力

強く押し進めています。

○せいてつ記念病院の前身は新日鉄・釜石製鉄所の付属病院でありますが、平成２年４月、医

療法人として独立しております。丁度その頃、釜石市の人口減少等から、一般病院の生き残り

競争が激しくなると考え、新しい事業の試みとして、釜石ケーブルテレビ会社の回線を利用し

た新しいサービスの導入を検討し、新日鉄、病院、釜石ケーブルテレビ３者合意のもとに機器

の開発に取り組みました。

○平成２年１０月に試作品が完成し、退院患者を対象に実験開始。その後システム構築や機器改

良を行ない、平成４年１０月には厚生省から医療機器として認可され、健康管理を目的とした実

験を開始 ( 無料 ) しました。

　また、平成７年１０月には釜石市がテレトピアモデル都市事業・在宅健康管理システムとして

参画したほか、平成６年４月には釜石医師会も参加して、診療所に端末を設置し遠隔医療に関

する研究を開始しました。

（１）地元ケーブルテレビ会社の協力のもと

　　に、自宅において測定した血圧及び心電図

　　等をケーブルテレビ回線（または電話回線）

　　で病院に送信し、利用者の病状や健康を病

　　院が管理するシステムです。

（２） システムは、利用者に貸与する計測端
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　　末器、ケーブルテレビ回線 ( 一部地域では電話回線 )、病院側通信機器及びコンピュー　　

タから構成されています。（データ自体は画像を扱ってはいない）

（１） 実験開始時は医療用としての使用をねらいとしましたが、現在では健康管理に多く利用

　　されています。毎日測定を行いこれが習慣となり、そこから健康意識が芽生えてくると考

　　えられますが、毎日飽きずに検診してもらうことが至難です。担当看護師はメッセージ、

　　電話、訪問等により利用者とのコミュニケーションづくりに最大の努力を払っています。

　　コンピュータ、ケーブルはあくまでも手段であり、ケーブルに人の温もりを乗せることが

　　必要だと考えます。

（２） 保健・医療・福祉を通じて地域に貢献しようという理念のもとに進めています。

（１）医療用として

　　ア　白衣高血圧症(病院に来院されると血圧が上がる状態)からの回避(家庭における平常

　　　　時血圧を把握 ) ができるので、高血圧症の診断を的確に行える。

　　イ　降圧剤服用者の日常管理ができる。

　　ウ　ペースメーカ植え込み後の作動状況の確認

　　　　ができる。

　　　( 参考 )　医療面での実際例

　　　　　　　・自覚症状のない心筋梗塞・発作性

　　　　　　　　心房細動の早期発見

（２）健康管理用として

　　ア　病院につながっていることの安心感がある

　　イ　自分の体の状況を知ることにより、自発的

　　　　に健康管理を行うようになる。

　　ウ　病院により良いデータを送ろうとする意識が働くために生活態度が変わる。

　　エ　医学・健康に関する知識欲が高まる。

　平成 18年 12月末現在の登録者は男性 89名、女性 93名の計 182 名、そのうちケーブルテ

レビ回線利用者は 136 名、電話回線利用者は 46名で、端末使用台数は 108 台となっています

( １家族 /台で設置 )。

　注：うらら友の会会員 147 名、釜石医師会 21名、釜石市 14名

（１）利用者の高齢化及び利用者の漸減

（２）機器・設備の老朽化・更新時の経済的負担の問題

「ブロードバンド利活用」の先進事例 ■【医療・福祉分野】
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（３）自治体からの継続運用費用の補助

（４）今後の運営主体・運営方法等の検討

（１）システム構築に際して活用した支援策はないが、テレトピア計画の一環として、要援護

　　　老人の健康管理を釜石市から委託事業として実施した。

（２）また、釜石市が厚生省の助成を受け（「地域保健推進特別事業」）、釜石医師会による遠隔

　　　医療の実験を行った。

（１）システム構築に要した費用

　　　約６，200 万円 ( 計測端末機 200 台を含む )

（２）運用費用　７，000 円 / 台 ( 人件費含む )

（３）利用料金　端末機の利用料として、１台につき２，500 円～３，000 円

　　　（端末機1台に対し、利用者が１人～２人の場合は2,500円、3人～4人の場合は3,000円）

　　　※　ケーブルテレビ回線利用の場合、回線利用料は無料としている。

〒 026 － 0052 岩手県釜石市小佐野町 4丁目 3番 7号 

 医療法人楽山会　せいてつ記念病院

 ＴＥＬ：０１９３（２３）２０３０

 ＦＡＸ：０１９３（２３）８８３８

 Ｅ-mail：webmaster@rakuzankai.jp

　　 ＵＲＬ：http://www.rakuzankai.jp
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　葛尾村は農山村特有の課題を抱えています。

昭和30年に３，000人を越えた人口も若年層

を中心に流出が続き、平成１９年１月現在、世

帯数 481 世帯・人口１，677 人（うち 30．７％

が６５歳以上の高齢者）と年々減少し、過疎・

少子・高齢化が進行しています。　

○医療環境……村内には医師が常駐しておら

ず、週２回診療所が開設される。近隣町村へ

連絡する公共交通も限られており、高齢者が

村外の医療機関に通院するために、丸１日を

費やすことも少なくありません。

○教育環境……児童生徒の数が少なく、村内に図書館や映画館等の文化施設がないため、子供

たちが、多くの人や文化に触れ交流する機会が少ない状況にあります。

○社会環境……農作業の近代化に伴い昔ながらの「ゆい」による共同作業が行われなくなった

ほか、元々家が点在していることから住民間でコミュニケーションを図る機会が減少し、地域

連帯感が薄れてきています。

　情報通信網を活用した「マルチメディアビレッジ事業」により、村民相互のコミュニケーショ

ンづくり及び生活の不便さや様々なハンディを補完し、都市部との格差是正を図り、村民が健

康で安心して暮らせる地域社会の形成を目指しています。

　取り組みの経緯として、平成３年度に中学校にパソコンを整備し、選択科目の学習に成果を

上げ、平成６年度には「100 校プロジェクト」対象校として、インターネットを活用した情報

教育を取り入れ、また、小学校では平成８年度に「こねっとプラン」対象校に選ばれネットワー

クを活用した学習に成果を上げてきました。

　村では、このような教育分野における情報化の成果に着目し、庁内でのＯＡ化及び地域情報

化施策を積極的に推進することになり、平成９年度に郵政省の補助事業「自治体ネットワーク

施設整備事業」を導入し、さらにＮＴＴとの「テレビ電話利用研究」共同事業として、村内全

世帯へのテレビ電話の貸与（無償）を受け、本事業の展開に至りました。

（１）保健・福祉・医療分野での活用

　ア　テレビ電話診察＋薬の配達

　　　慢性疾患等のため村外の医療機関に通院している方が、テレビ電話により担当の医師の

　　診察を受け、薬を自宅に配達してもらいます。現在９カ所の医療機関にテレビ電話と医療

「ブロードバンド利活用」の先進事例 ■【医療・福祉分野】
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　　測定データ読み取り用ＰＣ（一部未設置）を設置し、サービスを提供しています。

　イ　在宅健康管理

　　　（タッチパネル式バイタルセンターを村内の 296 世帯に設置）

　　　住民宅から役場住民生活課にあるデータベースサーバに自動転送される生体データを、

　　保健師が毎朝確認し、測定データが正常値を超えた場合や問診事項に問題が見られた場合

　　は、テレビ電話により健康相談や栄養指導などを行ったり、必要に応じ利用者宅を訪問し、

　　疾病予防・早期発見に努めています。さらに、村の福祉センターにも医療測定データ読み

　　取りＰＣを設置し、一人暮らしの高齢者や在宅介護支援を受けている高齢者等に、きめ細

　　かい介護サービスを提供しているほか、緊急時の対応として、予め定めておいた緊急時通

　　報先に自動的に連絡される仕組みが構築されています。

　　　なお、バイタルセンサーは、「よく眠れましたか」、「食欲はありますか」、「動悸息切れは

　　ないですか」等の問いかけに対してＹＥＳ／ＮＯの回答をタッチパネルにより回答する易

　　しいインターフェイスとなっており、その後、血圧と心拍数・心電図を測定する機能を有

　　しています。

（２）行政分野における活用

　ア 村外家族へのテレビ電話設置（希望者に対し）

　　　 村民のアンケート調査による要望で最も多かった、村外に住む村出身者へのテレビ電話

　　を設置しました。特に高齢者の生きがい対策として「遠くの家族といつでも会える。」

　　環境の整備を図りました。
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　当初、ハード面でのシステム構築において、工事期間が非常に短かったことや参考にする市

町村もなかったことから、国や県の指導のもとに手探り状態で行いました。また、テレビ電話

診察＋薬の配達は全く新しいサービスであったため様々な問題が生じましたが、それらを克服

して住民への要望に応えることができました。

○定量的導入効果

　疾病の予防や医療費の軽減に結びついた具体的なデータは無いが、これまで虚血性心疾患が

血圧値の変動により、降圧剤服用開始（高血圧治療開始）となった者が数名発見されており、

早期発見に貢献しました。

○定性的導入効果

(1)  テレビ電話診察と薬の配達により通院回数が減り

　　負担が軽減されました。

(2)  早期発見・早期治療による医療費の抑制が期待さ

　　れています。

(3)  データから訪問対象者を絞り込めることから、人

　　員不足を補えました。

(4)  日々の健康管理が行えるので、利便性の向上が図

　　られたほか、経済的・物理的・精神的負担が軽減

　　されました。　　　　　　　　　　　　　　

(5)  定期的に診療を行えることで治療中断による不測の事故を予防でき、テレビ電話で直接本

　　人に話しかけることから、病状の変化を察知でき、疾病の早期発見・早期治療が行えます。

　　また、メッセージにより心の交流が図られました。

１　利用状況

　　　村民ニーズの調査の結果、テレビ電話は行政サービスを受ける場合以外に村民間での利

　　用に差が見られます。テレビ電話は、村外に住む家族との会話、親しい間柄との会話など

　　に多く利用されています。

（１）利用しない理由

　　　・習慣でこれまでの電話を使ってしまう　・村内ではあまり必要でない

　　　・顔を見られるのが恥ずかしい　・通話料金等が心配　・必要な時に使えばよい。

（２）どんなとき利用するか？

　　ア　小中高校生等

　　　・仲のよい友達同士で連絡を取り合う場合に利用　・髪型が変わったときなど友達に見

　　　てもらう　　・お母さんの実家のおばあちゃんとお話　・学校に持っていくものの確認

　　　・出かけるときの服装の確認

　　イ　中高年層

「ブロードバンド利活用」の先進事例 ■【医療・福祉分野】
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　　　・結婚式や外出時に着ていく服をお互いに見せ合う　・嫁いだ娘と親が元気な様子を確

　　　認　・親戚の集まりに行けないとき顔を見てお話しする　・折り紙や小物、置物の作り

　　　方、料理の出来上がりなどを、テレビ電話の画面を見ながら教え合う

　　 ウ 高齢者

　　　・孫と話をしたい時に　・公民館の各種教室に参加している人たちは習ったことを忘れ

　　　たとき覚えている人にかけて復習する　・踊りや民謡に出かけるときの着物の確認

２　利用者の声

( １ )　保健福祉分野　

　　　ア　在宅健康管理システムにより日々の健康管理が行えるので、安心できる。

　　　イ　テレビ電話診察と薬の配達をしてもらえるようになったので、通院回数が減り負担

　　　　　が軽減され助かっている。（寒い日のバスの乗り継ぎは大変だった。）

（２）行政サービス分野

　　　ア　村外に住む親族にもテレビ電話が設置されたので、これまで会えるのは、盆と正月

　　　　　くらいだったのがいつでも顔を見られる。

　高度情報社会が益々進展するなかで、高度通信網の行政への活用は不可欠です。高齢化や少

子化が進むなかで、住民生活に密着した行政サービスへの活用を模索し、住民福祉の向上を

図っていきたい。また、スケールメリットを高めるためにも多くの自治体と連携しながら共に

地域の情報化を考え、介護・福祉など高齢化社会に対応していきたい。

（１）システム構築費

　　　　　平成　９年度　75，000 千円

　　　　　平成１０年度　24，500 千円

　　　　　平成１１年度　99，300 千円

（２）システム運営費　　　５，９００千円（年間）

　　　○月額基本料金　　２，830 円　

　　　（※一般電話基本料金相当額１，450 円＋差額１，380 円。ただし、差額の１，380 円に

　　　関しては、70歳以上の高齢者のみの世帯かつ前年度村民非課税世帯に関しては村で負

　　　担。）

　　　○月額利用料金　　８．５円／１日（データ送信の際に電話回線を使用）

○平成　９年度　総務省（旧郵政省）　　　自治体ネットワーク施設整備事業

○平成１０年度　厚生労働省（旧厚生省）　遠隔医療推進試行的事業：在宅健康管理システム

○平成１１年度　農林水産省（旧農林省）　新山村振興等農林漁業特別対策事業：在宅健康管理

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 システム
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〒 979 － 1602 福島県双葉郡葛尾村大字落合字落合 16番地

 葛尾村役場 総務課 総務企画係

 ＴＥＬ  ：0240（29）2111

 TV-TEL：0240（37）4055

 Ｅ-mail：katsurao@katsurao.ne.jp
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照照照照照照照照照照会会会会会会会会会会連連連連連連連連連連絡絡絡絡絡絡絡絡絡絡先先先先先先先先先先照会連絡先



　加古川市・稲美町・播磨町の１市２町からなる加古川地域は、人

口約 334，000 人で瀬戸内海に面した、兵庫県の南部の中央部分に

位置する地域です。

　東部は神戸市・明石市に、西部は姫路市・高砂市に隣接しており、

地域の主力産業としては、地域の南部地帯に重工業を中心とした製

造業が発展してきた地域であり、また神戸や大阪のベッドタウンと

しても発展してきました。

　加古川地域においては、行政と医師会が保健・医療活動を協調して取り組んできた経緯があ

り、昭和 55年に同地域に地域包括保健活動の拠点として（財）加古川総合保健センターを設立

し地域住民の健康増進に貢献してきました。

　昭和 63年にニューメディアの進展に着目し「保健」「医療」分野の連携を情報化により高め、

地域住民の健康づくりを支援する地域保健医療情報システムを構築することとしました。

昭和６３年度       通産省「ニューメディア・コミュニティ構想・応用発展地域」に指定

平成元年度       基本計画策定

平成２年度       協議会・推進委員会全体会・推進委員会各部会審議設置　各関係機関とのコ

 ンセンサスの確立　基本設計書策定開始

平成３年度       平成３年度モデルシステム供用開始（10医療機関にて実証試験）

平成４年度       画像情報モデルシステム供用開始 

平成５年度       サーバーシステム運用開始

平成６年度       加古川地域保健医療情報センター開設

 システム正式供用開始（50医療機関にて運用開始）

平成７年度       ホームページを開設し情報発信を開始

平成１０年度       画像情報システム（「地域ＰＡＣＳ」）供用開始

 保健システム供用開始

 システム完成（これ以降はシステムの増強と改修を行っている）

　本システムは、加古川地域の住民およびこの地域の医療機関を利用する人の検査・健診デー

タや、各医療機関（病院、診療所等）で発生する独自の医療情報、保健所・市町および保健セ

ンターで把握した個人の様々な健康に関するデータを情報センターのホストコンピュータで集
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かこがわし いなみちょう はりまちょう
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約し、それらを保健・医療の供給主体の連携の下、各関係機関が地域住民の立場に立った適切

なサービスを供給するうえで必要となる支援を行うことを目的に構築しました。

①　検査・健診オンラインシステム（平成６年度供用開始）

　　各種住民健診時のデータと医療機関に掛かった時の検査データを保健情報センターに集約

　し、個人ごとのデータベースを構築する。また、４つの臨床検査部門を持つ基幹病院と保健

　センターとの精度管理と標準化された検査データベースの構築の確立を行っています。

　　構築された個人データベースは各医療機関に設置された端末により継続的・時系列に検索、

　表示が可能となっています。

②　ＩＣカードシステム（平成６年度供用開始）

　　ＩＣカード（ＫＩＮＤカード）には保有者の保健医療情報が記録されており、各医療機関

　において提示することにより病気の治療・指導に活用し、不慮の事故・災害等においてＩＣ

　カードを確認することにより保健医療情報が利用可能となり、より適切な治療・対処が可能

　となっています。

　　カードには個人の基本データや診療データ等、個人のプライバシーに関わる情報が管理さ

　れているので、その管理には十分な配慮が必要であり、本システムでは、様々なＩＣカード

　があるなかで、以下の特徴を備えており、優れたデータ管理能力をもつＳ型ＩＣカードが採

　用されています。

　　ａ．セキュリティ性が十分確保されている。

　　ｂ．ボリュームのある保健医療情報を管理する記憶領域をもつ。

　　ｃ．基本情報を核とし、診療科目別に管理できるファイル管理機能を持っている。

　　ｄ． 診療科目の追加及びその他住民サービス情報など将来追加が可能である。

③　診療所支援システム（平成６年度供用開始）

「ブロードバンド利活用」の先進事例 ■【医療・福祉分野】
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　　診療所支援システムは、検査・健診システムのために診療所に設置された端末とネットワ

　ーク環境及びＩＣカードの併用により、それぞれの利点を組み合わせ、診療所における業務

　を幅広く支援しようとするものです。

　　本システムは診療所における支援業務を診療支援系（医師による診療行為）と事務支援系

　（受付・会計等）に大別し地域共通システムとしてトータルな診療支援システムとなっていま

　す。

④　画像情報システム（地域ＰＡＣＳ平成 10年度供用開始）

　　保健センターで撮影されている地域住民の胸部Ｘ線画像をはじめ、医療機関で発生する検

　査画像等地域共通で管理する必要がある画像を効率的に蓄積・参照ができるようにデータベ

　ースを構築している。本画像情報システムは、以下の特徴を持っています。

　ａ．画像データの効率的な管理（画像データは分散管理、画像の履歴・所在情報は集中管理）

　ｂ．数値系システムとの融合（住民に関するデーベース（ＰＨＤ）を統一し、検査・健診な

　　　ど数値情報と同様にひとつの検査結果として扱える）

⑤　健康増進システム（平成 10年度供用開始）

　　健康増進システムは、一市二町で実施されている各種保健事業の中で蓄積される保健に関

　する情報を、検査・健診システムと連携を図りながらデータベース化し、各関係機関が個々

　人の状況に見合った体系的な保健指導や継続的な健康支援を行うためのシステムであり、保

　健行政の最終目標である疾病の予防、早期発見及び健康増進に到達するツールとなっていま

　す。

◇ネットワーク

　日ごとに増大している保健医療福祉に関する情報を円滑にやり取りするため、情報センター

と各医療機関端末間の通信形態を、定額で高速なＡＤＳＬや光ファイバー回線などのブロード

バンド（インターネット経由）に切替えました。

　その結果、保健センターや中核医療機関から情報センターに送信されてくる検査データや医

療機関で入力された患者のＰＨＤを情報センターホストへ送信し、医療機関端末からの問い合

わせに対してリアルタイムで新しい結果を反映できるような環境を実現可能とする一方、各医

療機関端末からの情報センターへのアクセスは、すべてインターネットを経由する通信形態と

なることから、ネットワークを流通する各種データについて、情報の盗聴、改竄などの脅威か

ら保護するため、データの暗号化、ＶＰＮやセキュアチップルータの導入などハード・ソフト

両面から各種セキュリティ対策を行いました。
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①　事業計画策定当初から長期事業であることに着目し、「大日程計画（1988 年（昭和 63年）

　から 1998 年（平成 10年））」を策定することとし、個々のシステム構築の位置付けを明確

　にしました。

②　システム構築の有用性を高めるために、行政・医療機関等のコンセンサスを得ることを基

　本に多数の検討会を開催し、利用者である医師自らがシステムを設計することを大前提とし

　ました。

③　試験運用について、３年間という長い期間を費やし、利用者（行政・医療機関）及び住民

　（患者）からの要望を把握し、システムへのフィードバックを図りました。

④　システム構築はのみならず、利用者の運用習熟に取り組みました。

「ブロードバンド利活用」の先進事例 ■【医療・福祉分野】
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　平成８年度に実施した評価アンケート（住民）では、コンピュータ画面を利用した検査・健

診結果の説明や病状説明により自分の健康状態や病気に対する理解が向上したとの回答が多く、

システムに加入することにより自分の健康状態や生活スタイルを理解するように心がけるよう

になったとされています。特に、医師からの説明を理解し、納得の上で治療を受けられるとし

て、インフォームド・コンセプトに対するシステムの有用性は高く評価されています。

　システムに対しては、事故・災害時に適切な処理を受けるためのデータベースとしての機能

に期待が寄せられており、住民の安心感に大きく寄与しています。

○システム全体の構築費　　　24億（平成１８年度まで）

○システム運営費　　　　 　１．２億（平成１８年度）

〒 675 － 0064 兵庫県加古川市加古川溝口 540 －６　　

 加古川地域保健医療情報センター　

 ＴＥＬ：079（429）2100（代）

 ＦＡＸ：079（427）5543

 ＵＲＬ：http://www.kakogawa.or.jp/
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　木城町は宮崎県のほぼ中央に位置し、東西

24Ｋｍ、南北６Ｋｍ、人口約５，600 人の緑

豊かな町です。町の中央を小丸川（全長８０Ｋ

ｍ）が流れ、これに沿って一部耕地が開けて

いる地域を除き、その背後は急峻な山岳地帯

です。その耕地面積は全体のわずか６％に

すぎず、84％が山林原野であり、そのうち

69％を国有林野が占めています。これらの

山林原野は小丸川上流がほとんどで上流に

は尾鈴山脈、大瀬内山脈が迫っており、峻険

な山間地帯を形成しています。標高は平坦部で 15ｍ、丘陵地で 80～ 100、山岳地に至っては

最高１，400 ｍ、町平均 207 ｍという農山村です。町の中央を流れる小丸川は、水量豊富で町

内に３つの発電所が所在しています。また現在、平成19年７月の運転開始をめざし、大規模な

揚水式発電所（120 万Ｋｗ）の建設も進められています。

　平成 15年度まで、木城町内における情報通信環境はＩＳＤＮが利用できるものの町内全域

ではありませんでした。また、オフトークを利用しているためＩＳＤＮでインターネットを利

用するためには専用の通常と比べると高額なＴＡを購入する必要があることなど様々な障害が

あり、Ｗｅｂコンテンツが日々大容量化され近隣市町村でＡＤＳＬや光サービスの提供が展開

されていく中で、非常に不便な通信環境を余儀なくされていました。通信事業者に確認をした

ところ山間部であることや採算性の問題から木城町ではブロードバンドサービス提供の予定す

らされておらず、デジタルデバイトの解消が困難と予想されていました。そこで、町が自ら整

備に着手し、光ファイバを町内全域に整備することにより全世帯で超高速インターネット接続

が可能となるようデジタルデバイトの解消に取組もうと考えました。

　具体的には総務省の補助事業、加入者系光ファイバ網整備事業を平成15年に実施し、町内全

域の希望する各世帯に光ファイバ網を整備しました。加入者には最大 100 Ｍビット／秒のベ

ストエフォートサービスを提供しています。現在、全体の３割を超える680件以上の加入があ

り、総件数も毎年、少しずつですが増えてきている状況です。使用料金はプロバイダー利用料

金も含めて、月額３，800 円 ( 税込 ) で使い放題となっています。木城町インターネットサービ

スの提供については、通信事業者とＩＲＵ（関係者すべての合意がない限り破棄できない使用

権）契約を締結することによって、通信事業者に木城町が敷設した光ファイバ網を貸出し、ブ

ロードバンドサービスを提供しています。

　木城町では加入後のアフターフォロー対策として「情報センター」を設置しました。これは

宮崎県 木城町 ：光ファイバー網を活用した住民参加の高
きじょうちょう

 齢者向け福祉サービスのトライアル
 －［見守りコミュニケーション支援サービス実証実験］－
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住民説明会の時に「パソコンを扱えるようになるか心配」「パソコンの使い方を教えて欲しい」と

いう要望が多数あり、専門の窓口が必要と考えたことからです。情報センターではパソコン初

心者の方でも安心して利用していただくためにヘルプデスクサービスの実施や、パソコン教室

を随時、行っています。サービス開始時には公民館にパソコンを持ち込み一回の講習会で 10

名～ 15名程度にインターネットの使い方などを教えていましたが、年々利用者のパソコン活

用技術も向上し、利用者それぞれで利用方法も異なるため、現在では個人や２～３人のグルー

プを対象とした小規模のパソコン教室を開いています。

　平成 16年４月より町内でブロードバンドサービスが始まりましたが、仕事、あるいはイン

ターネットに興味のある一部の住民しか利用していない状況でした。高齢者を含め住民すべて

が光ファイバ網を活用できるような新たな住民向けサービスを摸索していたところ、ブロード

バンドサービスの提供を委託している通信事業者の研究所が福祉に関する実験の対象地区を探

していたことと重なり、平成 17年 3月から平成 17年６月までの約３カ月間「見守りコミュ

ニケーション支援サービス」の実証実験を行うことになりました。

○見守りコミュニーケーション支援サービス概要

　高齢者と高齢者の遠隔地に住む家族、友人宅にタッチパネルパソコンとセンサ式のコミュニ

ケーションライトを設置します。画面には常時、家族や友人を意味する数匹の魚が表示されて

いて、泳いでいたら在室中、眠っていたら外出中といったことが一目で分かるようになってい

ます。また、ろうそくの形をしたコミュニケーションライトも家族が在室しているときはろう

そく形のライトが赤くひかり、友人などが在室しているときは、ろうそくの周りが青くひかる

など、画面を見なくても家族などが在室しているかどうかが分かるようになっています。例え

ば、木城町に高齢者がいて、東京にその子供さんがいるとします。用事があれば電話をします

が、ちょっと声を聞きたいけど子供が忙しいので気兼ねしてなかなか電話ができないというこ

とがあると思います。そのようなときに電話するまでもないが存在を確認して安心したいとい

うコミュニケーション未満の「安心感」「つながり感」を重視するようなシステムとなっています。

　用事があり子供さんに連絡が取りたいときは、画面上に該当する魚をタッチするだけで、自
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動的にテレビ電話がつながるようになっていて、高齢者向けに非常に簡単な仕組みとなってい

ます。テレビ電話については事前に登録している相手（家族や友人）にしかつながらないよう

になっており、見知らぬ人から電話がかかってくることはありません。また、相手が不在の場

合は手書きのメッセージを送れるようになっています。

　高齢者を見守る側の役場や在宅介護支援センターには管理用のパソコンが設置され、高齢者

の状況（在・不在）などをグラフで確認する「見守り管理サービス」や、テレビ電話による声

かけをはじめ、災害など緊急時での利用を想定した役場からの「メッセージ同報サービス」や

高齢者からの「通報サービス」の提供などが行えるようになっています。

【つながり関係図】

○導入時の住民への説明

　導入時の住民への説明にいては、まずは役場から民生委員に協力のお願いをしました。そし

て民生委員の協力が得られることがわかった時点で、役場がサービス対象者となる高齢の独居

老人を人選しました。人選した高齢者には福祉保健課が事前説明を行い、その後、役場や民生

委員と通信事業者でサービス対象者の各家をまわり説明を行いました。説明に際しては、高齢

者が設置に対する恐怖感を持たないよう留意しました。

　従来の電話等では細かい健康状態が把握できないので、実際に高齢者宅を訪問して話をする

までは相手の様子が分からないことが多く、また訪問するにしても１日に２～３件が限度とい

う状況で、高齢者の「もっと話をしたい」という希望に十分に応えることができませんでした。

　この実証実験では、高齢者の活動を毎日遠隔で見守ることができるので、実際に訪問する前

に高齢者の様子を確認できます。また、実際に訪問するのと同じようにＴＶ電話で相手の様子
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がよくわかるため、その状況を見ながら効果的な訪問が可能となり、迅速で適切な見守りが実

施可能となります。

　最も効果があったと思われることは、顔を見ながら話をする機会が増加したため、一人暮ら

しの寂しさを解消することができるようになったということです。高齢者の普段の様子や在宅

状況が把握可能となったことから、対応の質、量ともに向上したと言えます。

　このように、多くの時間を在宅により過ごす高齢者であっても気軽にコミュニケーションを

とることが可能となりました。また、見守り機能の他に、日々の生活の中でもコミュニケー

ションの楽しみとして活用された点があったため、より一層好評価を得ることができたと考え

ています。

　一例として、顔は知っているが話したことはない人という人が、魚アイコンをきっかけに話

し始めるようになりました。最初にテレビ電話を受けた人が俳句をやっており、かけた人は俳

句に興味があったがやっていなかった人でした。このことから、俳句をきっかけに親しくなっ

た。」という人がいます。

　また、機械への抵抗感により「普段の仕事のほかに余計な仕事が増えるのでないか」と考え

る民生委員もいましたが、実際に使ってみると「高齢者宅を訪問できないときでもテレビ電話

で顔を見て話すことができるためケアが向上した」「訪問できない時間帯でも高齢者の様子を確

認できるので安心」という感想がよせられました。

　現在、見守りコミュニケーションサービスの実証実験は終了し、システムを実際に導入する

かどうかは、今後、福祉保健課が事業として取り組むことを決めるかどうかによります。しか

し、機器に高齢者にやさしい機能があるため一般的に市販されているものよりも高価であり、

多数の利用者に対してシステムの提供が難しい状況にあります。実際にサービスを導入する場

合には、メンテナンス性、価格などを考慮した操作の安易な端末の採用が望ましいと考えてい

ます。

○その他のアプリケーション

【行政情報システム】

・地域情報やイベント開催のお知らせなどの行政情報の提供を行う。また、住民は公衆端末な

どから町に対して質問や提言を行うことができる。インターネットの広範囲な情報発信力を

最大限に活用し、観光情報をはじめとする各種町の情報を広く町外に発信する。

【公共施設予約システム】

・住民は、公共端末や家庭からインターネットを活用し、公共施設の案内（施設概要、外観、

料金、イベント情報等）と利用状況の確認する。

【学校間交流システム】

・各小中学校にテレビ会議システムを配置し、双方向テレビ会議機能を活用して町内の小中学

校もとより他の学校との遠隔・交流学習をする。授業だけでなく学級活動やクラブ活動に幅

広く活用する。
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【健康管理システム】

・距離が遠いなどの理由で保健師等に診てもらう機会をつくれなかった高齢者が近辺の公衆端

末で、ヘルスチェックができる。

○おわりに

　木城町は少子高齢化に直面していますが、町を挙げてＦＴＴＨ環境を整備し、住民サービス

向上へ活かす試みを行ってきました。住民の関心の高い福祉サービスや防災にも光ファイバ網

を活用できないのか摸索し、今回の実証実験を実施しましたが、特に高齢者の方々はパソコン

など触ったこともない方が多く、説明会時にも「パソコンなど操作できん」「ちゃんと扱えるよ

うになるか心配」とおっしゃる方も多数おられました。しかしながら、実証実験で使用した端

末はパソコンとはまったく異なった端末で、タッチパネルの操作のみで通信ができるので、パ

ソコンは扱えない高齢者の方も楽しそうに使用することができ、また見守り機能よりも日々の

生活の中でのコミュニケーションツールとして使用していただいている面もありました。この

見守りコミュニケーションの導入には至っていませんが、これからこの町内に整備したインフ

ラをインターネットの回線として利用するだけはなく、地域の活性化にどうすれば有効的に利

用できるのかを摸索しながら活用していきたいと考えています。

○平成 15年度 地域イントラネット基盤施設整備事業

 光ファイバケーブル敷設　　44ｋｍ

 公共施設接続数　　　　　　16箇所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　131，250 千円

 加入者系光ファイバ網設備整備事業

 光ファイバケーブル敷設　110 ｋｍ

 加入世帯数　　　　　　　655 世帯

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　420，000 千円

 情報通信システム整備促進事業

　　　　　　　　行政情報システム

　　　　　　　　公共施設予約システム

　　　　　　　　学校間交流システム

　　　　　　　　健康管理システム

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13，062 千円

○インターネットサービス運営費（17年度）32，750 千円

〒 884 － 0101 宮崎県児湯郡木城町大字高城 1227 －１

 木城町役場　財政課　電算係

 ＴＥＬ：0983（32）2212（直通）

 ＦＡＸ：0983（32）3440

 Ｅ－ｍａｉｌ：densan1@town.kijo.jp

シシシシシシシシシシスススススススススステテテテテテテテテテムムムムムムムムムム構構構構構構構構構構築築築築築築築築築築費費費費費費費費費費及及及及及及及及及及びびびびびびびびびび運運運運運運運運運運営営営営営営営営営営費費費費費費費費費費システム構築費及び運営費

照照照照照照照照照照会会会会会会会会会会連連連連連連連連連連絡絡絡絡絡絡絡絡絡絡先先先先先先先先先先照会連絡先

73

「ブロードバンド利活用」の先進事例 ■【医療・福祉分野】



「ブロードバンド利活用」の先進事例�

【就労・労務分野】�



　黒潮町は四国地方／高知県の西南地域にあり、 幡 
はた

多郡の旧大方町及び佐賀町が平成18年3月20日に

合併して誕生した、面積 188.46km2・人口 14,157

人 (5,753 世帯 ) の新しい町です。

新町名のとおり、太平洋の黒潮が目の前を流れるた

め、南国特有の温暖な気候で年間平均気温は 17度

ともなり、降雨量は 2,800mm前後と多いところで

す。

　こうした気候を活かして、大方地区では早くから

施設園芸や 花卉 、葉たばこ、水稲を中心に栽培が行
かき

われ、農業の盛んです。また佐賀地区では「土佐カ

ツオ一本釣り漁業」が盛んであり、近年は完全天然

塩も代表的な特産物となっています。農業では、シ

メジやエノキダケ、エリンギなどの栽培が盛んな町

でもあります。

　温暖で自然に恵まれた良好な住環境にありますが、基幹産業です第１次産業の衰退 ( 平成 5

年生産高 :33 億円から近年は 23億円台に推移 ) や、企業誘致の点では高知市から自動車で 2

時間以上と言う地理的ハンディがあるうえ、誘致企業の倒産による 150 人もの失業など、雇用

環境は厳しいものがあります。

　この雇用機会の減少により、特に若者層の流出が止まらず、20～ 24歳人口は最近 5年で

17%も減少しましたが、その原因としては、高等教育機関がなく、地域ニーズと教育が連携し

ていないなどが考えられます。

高高高高高高高高高高知知知知知知知知知知県県県県県県県県県県黒黒黒黒黒黒黒黒黒黒潮潮潮潮潮潮潮潮潮潮町町町町町町町町町町：：：：：：：：：：小小小小小小小小小小ささささささささささなななななななななな町町町町町町町町町町ででででででででででののののののののののテテテテテテテテテテレレレレレレレレレレワワワワワワワワワワーーーーーーーーーーククククククククククにににににににににによよよよよよよよよよるるるるるるるるるる雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇用用用用用用用用用用創創創創創創創創創創出出出出出出出出出出高知県 黒潮町 ：小さな町でのテレワークによる雇用創出
くろしおちょう

のののののののののの取取取取取取取取取取りりりりりりりりりり組組組組組組組組組組みみみみみみみみみみ の取り組み
              －－－－－－－－－－［［［［［［［［［［「「「「「「「「「「地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域再再再再再再再再再再生生生生生生生生生生推推推推推推推推推推進進進進進進進進進進ののののののののののププププププププププロロロロロロロロロロググググググググググララララララララララムムムムムムムムムム」」」」」」」」」」をををををををををを決決決決決決決決決決定定定定定定定定定定］］］］］］］］］］－－－－－－－－－－－［「地域再生推進のプログラム」を決定］－

地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域のののののののののの概概概概概概概概概概要要要要要要要要要要地域の概要

【カツオ一本釣り】

黒黒黒黒黒黒黒黒黒黒潮潮潮潮潮潮潮潮潮潮町町町町町町町町町町 (((((((((( 旧旧旧旧旧旧旧旧旧旧大大大大大大大大大大方方方方方方方方方方町町町町町町町町町町黒潮町 ( 旧大方町 ***********)))))))))) ににににににににににおおおおおおおおおおけけけけけけけけけけるるるるるるるるるる雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇用用用用用用用用用用環環環環環環環環環環境境境境境境境境境境) における雇用環境

* 本稿の取り組みは主に合併前の旧大方町によるものであり、特に補足ない限りは旧大方町での状況・数値等を記

　述している。
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　このような状況の中、町では産業活性化と就労問題の解決の一手法として「テレワーク」を

取り入れることとしました。ICTを活用した時間と場所に縛られない就労形態に就いている専

門的知識・ノウハウを持つ人材や事業者を誘致するほか、テレワークでの仕事を創出できる人

材を育成するものです。最近の情報インフラの整備により、IT 分野だけでなく農業・工業やそ

の他の産業においてテレワークが具体化しており、様々な分野でのテレワーカーを想定しまし

た。

　また、行政業務のアウトソーシングが進められる中、高知県でも県内発注を基本としたアウ

トソーシングが行われており、町としても、これと連携したテレワークという就労形態による

行政業務のアウトソーシングを進め、地域内での新たな雇用の創出を図り、テレワークによる

就労者増大を見込みました。

　政府の地域再生本部では、地域経済の活性化と地域雇用の創造を目的とした「地域再生推進

のためのプログラム」を平成 16年 2月に決定しました。

　町では、この国による支援策を利用することとして、地域の人材育成という視点からの２つ

の地域再生計画を申請し、認定されるに至りました。

①「知」のネットワークが生む地域の活力－テレワークを用いた地域再生プラン－

　　平成 16年 6月 21日・平成 17年 7月 19日認定 )

　テレワークによる地域雇用や就業創出に直接的につながる人材の育成を図る。

②地域の価値創造人材育成による地域再生 ( 平成 17年 11 月 22 日認定 )

　総合的な企画力を持った人材の育成を目指す。

○インキュベーション施設の整備

　①の計画におけるテレワーク・SOHO支援のためのビジネスオフィス（インキュベーション

施設）「大方町起業者・事業者支援雇用対策施設（愛称： TeleCube ）」を地元高校の余裕教室
テレキューブ

を転用・改築のうえ、平成 18年 1月末に整備しました。

（整備費 700 万円＝高知県「元気のでる市町村総合補助金」(1/2 補助 ) を利用）

　当初は現に運営されている高校のため教室の転用は不可とされたが、プログラムの趣旨を踏

まえた関係省令の改正を得て、転用の弾力化を実現しました。

　転用した１教室の半分を事務所スペースとして 7室を整備し、現在は３企業が入居しており、

残りをセミナー用スペースとしています。

　入居基準としては、入居団体が高等教育や地域の人材育成に持てる力を発揮するという施設

設置の目的・特性から、事業の成長性・ビジネスモデル・事業の競合優位・学校教育への貢献

度を考慮しています。

「ブロードバンド利活用」の先進事例 ■【就労・労務分野】
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　TeleCube 施設の課題としては、現在の町内のブロードバンドは事業者によるADSLサービ

スのみですが、企業からすれば安定・超高速な環境が望ましいことから、学校に敷設されてい

る高校用光ファイバ回線について何らかのセキュリティ対策を講じた上で活用できないか、と

いう点を検討中です。

　■TeleCube 内

○テレワークからの雇用創出への取り組み

　町計画に対する国の支援措置は、厚生労働省所管の次のものであり、交付金予算は３カ年で

約１.５億円となっています。

・平成 16年度：地域雇用機会増大促進支援事業（プラス事業）

・平成 17～ 18年度：地域提案型雇用創造促進事業（パッケージ事業）

　実際の事業運営は、町をはじめとする地元の関係機関により設置した「黒潮町雇用促進協議

会」が担っており、新たに雇用した職員２名が具体的業務の他、TeleCube、整備した情報通

信システムやポータルサイト（大方へき～や）の管理などを行っています。（高知県発注業務の

調整はNPO砂浜美術館が担当）

（大方へき～やURL=http://www.youkita-ogata.net/）

　■事業推進体制

セミナー室 インキュベーションブース（７室）
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　具体的な実施事業としては、平成 16年度はシステ

ム構築が主となっていましたが、平成 17年度からは

インターネットを利用した e- ラーニング「おおがた学

校」での初級者向け講座・ビジネス講座の開催と、

TeleCube 内でのクーリングによるセミナーを実施し

て、これら受講者が県・町からの業務を受注するなど

して、テレワーカーの創出を実現し、現在のテレワー

カーは 18名を数えています。

（おおがた学校URL=http://www.ogatagakko.com/）

　■スクーリング実績

　従来の雇用情報は主にハローワークが利用されていますが、求人情報の全てを把握しきれて

いないのが実情で、当町のように小規模・個人事業所がほとんどという地域では、口コミで雇

用・就業のマッチングが行なわれている実態であり、本事業の展開の結果、今後はテレワーク

につなげられるような、ネットワークを利用したこれらをサポートする仕組みを実現すること

が期待されます。

○雇用創出へのNPO活動

　もう一つの町計画では、「地域再生に資する

NPO等の活動支援」の支援措置を活用して、NPO

砂浜美術館が人材育成の事業を行っています。

　同NPOは、4kmにも続く「美しい砂浜が美術

館」というユニークなコンセプトのもと、自然と

の共生を目指した地域活性化の様々な活動を展

開しています。

　育成事業の内容は、デジタルビデオカメラを

使って、自分の住む地域の情報を住民の視点でテ

レビ番組作りを行う、「住民ディレクター」という

手法を用いており、マスコミュニケーションという一般には限られた手法を住民自身の手に入

れて、新たな視点、新たな発想で地域づくりを進めようというものです。

○テレワークにおいては安定した情報通信環境が必要ですが、現在ADSLサービスが利用可能

な地域は旧２町の中心部に限られ、２つの未サービスRT局では開始が見込まれておらず、　

「ブロードバンド利活用」の先進事例 ■【就労・労務分野】

セミナー模様

Ｔシャツアート展

町町町町町町町町町町側側側側側側側側側側のののののののののの今今今今今今今今今今後後後後後後後後後後のののののののののの運運運運運運運運運運営営営営営営営営営営課課課課課課課課課課題題題題題題題題題題町側の今後の運営課題
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これら地域のテレワーカーは ISDNを利用しているためデータ送受等で苦労しており、ブ

ロードパンド整備が必要です。

○町計画が平成 18年度までのものであり、事業運営を担ってきた黒潮町雇用促進協議会の職

員雇用の目処が立たず、協議会自身による運営を前提とした体制を検討する必要があり、サ

イトのコンテンツ維持やテレワーカーへのサポートを充実するためにも専任職員が必須です。

○事業内容からは一つ町では取り組み効果が小さく、雇用市場規模からも複数の市町村のプロ

ジェクトとして、求人情報を共有できる仕組みが必要です。

○テレワークという就業形態はまだ広く認識されていないため、より多くのワーカーの意識に

植え付けることが必要です。

○テレワーカーは個々で発注を受けるパターンが多いものですが、受発注をより効率的に運用

するためにはワーカーのグループ化が必要となります。

○これまでは町内でプログラムする者が生まれるとは考えられもしませんでしたが、テレワー

クはこれを実現できるもので、他の様々な業種にも拡大する必要があります。

〒 789 － 1992 高知県幡多郡黒潮町入野 2019 －１

 黒潮町企画振興課企画振興係 

 ＴＥＬ：0880（43）4500 ( 代表 )

 ＦＡＸ：0880（43）2788

 Ｅ－mail:kikaku@town.kuroshio.lg.jp

 ＵＲＬ：http://www.town.kuroshio.lg.jp
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「ブロードバンド利活用」の先進事例�

【産業分野】�
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　上勝町は、県庁から南西方向に 40km、

地形的には四国山脈の南東山地にあり、標

高１，439 ｍの高丸山を最高峰とする山脈

が重なる中山間地です。山腹斜面に階段状

の田畑があり、標高は100ｍから700ｍの

間に大小 55の集落が点在し、総面積 109．

68 平方キロメートル、人口２，065 人、高

齢化率 47．39％、過疎と高齢化が同時進

行している四国で 1番小さな町です。（平

成 19年２月現在）

　自然を生かした昔ながらの生活習慣や観

光スポットが数多く存在し、全国棚田百選

に選ばれた「樫原の棚田」を筆頭に、殿川

内渓谷、高丸山のブナ林などに訪れる観光

客も数多く来町されます。

○「彩」とは、紅葉、柿、南天、椿の葉、

梅・桜・桃の花など、料理のつまものに

使う材料のことで、これを商品として販

売しています。他に松葉や稲穂などで

作った祝用の飾り物や箸置き、食用の山

野草、食用花などを出荷しています。上

勝町は以前から花木の産地であり、簡易

なハウスで枝物を早く開花させ花市場に

出荷していましたが、ＪＡ職員がこれら

小枝が料亭などの盛りつけ飾りに重宝さ

れているという情報を得て、昭和６１年

から試験的に取り組みました。これらの

生産物は軽量ですが付加価値が高く、女性や高齢者でも容易に生産に携わることができること

から、生産設備に大きな投資をすることなく地域に残った人たちだけでも十分対応可能となっ

ています。

○「彩」事業への取り組みは昭和６１年頃から、当初は紙や電話、ＦＡＸの受発注が中心でした。

上勝町のつまものの出荷は、ＪＡを通じて主に京阪神や首都圏の市場に出荷されておりますが、

地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域のののののののののの概概概概概概概概概概要要要要要要要要要要地域の概要

事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業のののののののののの導導導導導導導導導導入入入入入入入入入入背背背背背背背背背背景景景景景景景景景景とととととととととと経経経経経経経経経経緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯事業の導入背景と経緯

徳島県 上勝町 ：おばあちゃんたちの　葉っぱビジネス　
かみかつちょう

 彩（いろどり）事業
 －［町内全域に光ファイバ網を整備］－
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市場が望む少量多品種の品物をタイミング良く供給できる体制がとれるかどうかが、産地とし

て生き残れるかどうかの鍵になっていました。上勝町では、他の町よりも早く市場の急な発注

にも対応できるようにと、平成４年から町の防災無線を活用した情報化に取り組んできました。

具体的には、防災無線を使い同報ＦＡＸを可能にする通信機を開発し、市場から来た注文を一

斉に送付するようにした。それまでは対応できそうな人にその都度個別に電話やＦＡＸで依頼

していましたが、同報ＦＡＸを使うことによって、送付したＦＡＸに対して対応可能な人から

電話連絡が入るのを待つだけでよくなりました。

　このように、既に産地として取り組み実績のあった「彩」事業において、市場のニーズに即

応できる体制を築くために情報化に取り組んだのが実態です。現在は、同報ＦＡＸだけでなく、

パソコンと公衆回線を使ったイントラネットを組み、受発注だけでなく、市況情報や市場動向、

出荷情報、農作業情報、商品知識などの情報も提供できるようになっています。

　防災無線を活用した仕組みは、ＦＡＸを使うことで、高齢者にとっても大きな抵抗なく成果

を上げることができました。しかし、単純故に出来ることも限られており、情報の加工、ハン

ドリングという点では限界もありました。そこで、平成１０年度にパソコンを使い「彩」事業で

扱う農産物の販売を支援するための情報

ネットワークシステムを構築し、産地間競

争に打ち勝てるような投資を行うことにし

ました。また、平成１０年度から通産省（現：

経済産業省）から総額１億 600 万円の補助

事業を受け、システム構築を行いました。

情報化施策関連の投資額としては非常に少

ないですが、イントラネットシステムの構

築に当たって公衆回線を利用したことで、

インフラ部分への投資が最小経費ですみま

した。

　このシステムのポイントは、高齢者など、

これまでパソコンに縁がなかった人にも、どうやって使ってもらえるようにしたか、という点

にあります。

　この解決には、ハード的にはパソコン

設定のカスタマイズと、入力デバイスの

改良を行うことで対応しています。また、

ソフト的には、パソコンを使って得られ

る情報が何を意味しているのか、その

データを使って生産者自らがどのように

行動すればよいのかを知ってもらう講習

会をこまめに開催し対応しました。

　「彩」情報ネットワークシステムの運

用を実質的に推進しているのが第３セク

ターの「株式会社いろどり（平成 11年

事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業のののののののののの概概概概概概概概概概要要要要要要要要要要事業の概要
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４月設立」）です。（株）いろどりは、個性ある上勝町の農産物を安定した価格で取り引きして

もらえるよう企画、情報発信、売り込みを図ると共に、市場での評価や価格を有利に取引する

ために必要な様々な情報を、生産農家向けにわかりやすく加工提供する業務を行っています。

　具体的には、市場に対し、時期的にこれから必要になってくる商材の情報提供や活用の提案、

生産者向けに日々のデータ提供やデータ活用の講習会などを開催しています。

　パソコンを使うことで、様々な情報提供が可能になり、情報の加工も可能になりましたが、

その一方で、この機械にどのように慣れてもらうのかが、導入に当たっての一番のポイントで

した。今まで使ったことがない人たちに使ってもらうには、パソコンはまだまだ参入障壁が高

い機器です。

　そこで、上勝町が取り組んだのは、普通のパソコンのキーボードから入力するのではなく、

トラックボール（マウスの玉の大型版）と数字のテンキーだけを抜き出したキーボードを特注

し、入力のデバイスを変えることでした。高齢者でもわかりやすく、使いやすい入力装置を使

うことで抵抗無く利用することができるようになりました。このほか、画面上でも地域イント

ラネットに接続して出てくるパソコンの画面で、文字にカーソルを当てると文字の色が変わり、

カーソルがそこにあることが直感的にわかるように工夫しました。また、ニュースなどのデー

タは毎日更新することで、頻繁にページを覗いてもらうような工夫も行っています。

　以上のような工夫の他に、イントラネットを通じて得られるデータの使い方、読み方の講習

を積極的に行い、その情報が何を意味しているのか、その情報から何がわかるのかを生産者に

対して講習を行いました。

　情報化を進めることで、つまもの産地としての上勝町に対する市場からの評価があがりまし

た。市場からの注文に迅速に応えると共に、市場に対して上勝町のつまものを使ってもらえる

よう、新聞を作成し出荷する商品に折り込んだり、使い方の提案書を同封したりしました。こ

のような市場開拓も「（株）いろどり」の重要な役割になっています。

　また、地域住民にとって使いやすいデバイスを開発し、情報の活用方法をこまめに教育する

ことで、地域住民の情報リテラシーが向上しました。市場から評価があがることで儲かるよう

になり、地域住民がやりがいを持って農作業に当たることが出来るようになりました。「つま

シシシシシシシシシシスススススススススステテテテテテテテテテムムムムムムムムムム構構構構構構構構構構築築築築築築築築築築ににににににににににああああああああああたたたたたたたたたたっっっっっっっっっってててててててててて工工工工工工工工工工夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫ししししししししししたたたたたたたたたた点点点点点点点点点点システム構築にあたって工夫した点
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もの」というニッチ商品で、総額２億５千万

円の市場を創出したことで、特に女性や高齢

者のやりがいや生きがいの創出にも役立って

います。

　情報化の効果として強調できるのは、ここ

で流される情報が地域を動かす牽引役になっ

ているという点です。地域の活性化には優れ

た地域リーダーの存在が不可欠であり、この

リーダー役を「（株）いろどり」から提供され

る情報が担っています。また情報の受け手側

が情報を活かす教育講習を受けることで、情

報をフルに活用することができ、情報が地域のやる気を引き出し、やる気を育てる牽引役を果

たすことが可能となっています。

　彩事業は単純に新しい産業を創出しただけではなく、これからの高齢化社会に向けて本当の

人間の幸せとは何か、自分の生き甲斐とは何かというテーマに、一つの形を提案しています。

昔の上勝町には「都会には勝てない、田舎は負け組みだ」という意識が強くありましたが、機

能や役割、その基盤を考えても都会でやっていることを真似しようとすること自体にむりがあ

り、この意識を変えることが最重要課題でした。元々、高齢になって体力が落ちても知識や経

験は一流の人材なのだから、「高齢者の多い田舎では年寄りだから何もできない」という考え方

ではなく、その土地の者として持つ知識や経験も一つの地域資源と考え、これを生かして個々

のスキルアップを図っていくという考え方が重要なポイントとなっています。彩の場合、生産

者の一人一人が最も得意とする品目を最大限に発揮し、例えば南天の栽培が得意な人は南天を、

青もみじの栽培が得意な人は青もみじを中心に出荷するという的確な役割分担をすることで、

その分野では自分が主役であるという意識を高めています。

　当初は年間 100 万円程度だった出荷額も、現在では約 200 名の生産者で、年商２億５千万

円の規模にまで成長してきました。

　昨年度、当町は隣接する勝浦町と共同で町内全域に光ファイバ網を整備し、超高速のイン

ターネット接続（100 Ｍｂｐｓ）を可能にしました。( 加入者系光ファイバ網設備整備事業 ) 現

在は、各家庭からパソコンを通じた情報化が進められている状況ですが、今後は圃場の情報を

提供できるような仕組みが必要と考えています。また、現在は市場を通じた取引になっていま

すが、今後は既存の市場と共にホテルや料亭と直接取引をしていくことも検討課題と考えます。

　いろどり事業は、平成 19年４月から「光ファイバ」を活用し更なる可能性を秘め自立した

農村を目指します。
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　　◇平成１７年度 「加入者系光ファイバ網設備整備事業」

  ○総事業費　677,464 千円　（内、上勝町負担分 284,044 千円）

  ○運営費　11,849 千円（平成 19年度予定）

  　ＣＡＴＶインターネット　月額２，698 円

○平成１0年度　通産省（現：経済産業省）　

　◇「つまもの」産地連携による「彩」情報ネットワークの開発実証普及事業

　　○総事業費　106,000 千円

　　○運営費　保守費 1,000 千円

○平成１７年度　総務省

　　地域情報通信ネットワーク基盤整備事業費補助金「加入者系光ファイバ網設備整備事業」

〒 771 － 4501 徳島県勝浦郡上勝町大字福原字下横峰３－１

 上勝町総務課

 TEL：0885(46)0111　FAX：0855(46)0323

 URL：www.kamikatsu.jp

〒 771 － 4501 徳島県勝浦郡上勝町大字福原字下横峰３－１

 株式会社いろどり

 TEL/ FAX：0885(46)0166　

 E-mail：info@irodori.co.jp

 URL：www.irodori.co.jp 
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